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序     文 

 

国際協力機構は、ラオス国政府からの技術協力の要請に基づき、2004 年 2 月から同国に

おいてラオス国「森林管理・住民支援プロジェクト」を実施している。 

プロジェクトの中間地点である 2006 年 8 月 8～24 日までの間、日本及びラオス側での合

同評価を通じて協力期間前半における活動の実績の確認と評価及び後半に向けての課題の

抽出と提言を行うことを目的として、当機構地球環境部 森林・自然環境グループ 森林・自

然環境保全第一チーム長の三次啓都を団長とする中間評価調査団を同国に派遣した。 

本報告書は、これらの中間評価調査団による現地調査や協議の内容・結果をまとめたもの

であり、今後の協力事業の更なる発展の指針となることを目的としている。 

最後に、調査の実施にあたりご協力をいただいた内外の関係各位に対し、心より感謝の意

を表します。 

 

平成 19 年 3 月 

独立行政法人 国際協力機構 

ラオス事務所 

所長 高島 宏明 
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略語一覧 

 

AFC Afforestation Centre (造林センター) 

APB Agriculture Promotion Bank（農業振興銀行） 

C/P Counterpart（カウンターパート） 

CPI Committee for Planning and Investment（計画投資委員会） 

CSP Community Support Program（住民支援プログラム） 

DAFEO District Agriculture and Forestry Extension Office（郡農林普及事務所） 

DLF Department of Livestock and Fishery（農林省畜水産局） 

DOA Department of Agriculture（農林省農業局） 

DOF Department of Forestry（農林省林野局） 

DOP Department of Planning （農林省計画局） 

FORCOM Forest Management and Community Support Project（森林管理・住民支援計画） 

FSIP Forestry Strategy Implementation Promotion Project（森林戦略実施促進計画） 

FY Fiscal Year（会計年度） 

GIS Geographic Information System（地理情報システム） 

GTZ German Technical Cooperation（ドイツ技術協力公社） 

HQ Headquators（本部） 

JCC Joint Coordination Committee（合同調整委員会） 

J/E Japanese Expert（日本人専門家） 

JICA Japan International Cooperation Agency（国際協力機構） 

LCD Liquid Crystal Display （液晶ディスプレイ） 

LEA Lao Extension Approach（ラオスの普及アプローチ） 

LEAP Lao Extension for Agriculture Project（ラオス農業普及プロジェクト） 

MAF Ministry of Agriculture and Forestry（農林省） 

NAFES National Agriculture and Forestry Extension Service（農林業普及局） 

NAFRI National Agriculture and Forestry Research Institute（農林業研究局） 

NGO Non Governmental Organization（非政府組織） 

NGPES National Growth and Poverty Eradication Strategy（国家成長・貧困撲滅戦略） 

NOFIP National Ofice of Forestry Inventroy and Planning（国家森林資源・計画事務所） 

NTFP Non-Timber Forest Products（非木材林産物） 

NUOL National University of Laos（ラオス国立大学） 

ODA Official Development Assistance（政府開発援助） 

OJT On the Job Training（職場での実地研修） 

PAFEC Provincial Agriculture and Forestry Extension Center（県農林普及センター） 

PAFO Provincial Agriculture and Forestry Office（県農林局） 



 

 

 

PAFTC Paksuang Agriculture and Forestry Technical College（パクスアン農林短期大学） 

PC Personal Computer（パソコン） 

PDM Project Design Matrix（プロジェクト設計要約表） 

PO Plan of Operations（作業計画） 

PRF Povery Reduction Fund（貧困削減基金） 

PSO Permanent Secretary Office（農林省官房） 

SIDA Swedish International Development Agency（スイス国際開発協力庁） 

TFAP Tropical Forestry Action Plan（熱帯林行動計画） 

VES Village Extension System（村落普及システム） 

 



 

 

 

中間評価調査結果要約表 

１. 案件の概要 

国名：ラオス 案件名：森林管理・住民支援計画（FORCOM） 

分野：森林資源管理、村落開発 援助形態：プロジェクト方式技術協力 

所轄部署：JICA ラオス事務所 協力金額（評価時点）：6.8 億円 

 

協力期間 

(R/D): 2004 年 2 月～2009 年 2 月 先方関係機関：農林省（MAF）普及局（NAFES） 

(延長): 日本側協力機関：農林水産省林野庁 

(F/U) : 他の関連協力：ラオス国養殖改善普及計画フェーズ

Ⅱと一部サイトにおいて連携活動を実施 (E/N)（無償）： 

１-１ 協力の背景と概要 

ラオスの農林セクターは国内総生産の半分を生産し人口の約 80%が農林業で生計を立てている。特

に林業は国民経済、村落の生計および環境の分野で重要な役割を果たしている。北部地域の農業生

産では焼畑耕作が主で、近年の土地利用区分を見ると焼畑の休閑地が急増し 2002 年には北部の土地

利用の 60%を占めるに至っている。北部では森林減少率が全国よりも高く、これは焼畑の増加が主

原因であると考えられている。 

 

森林管理・住民支援プロジェクトは、焼畑によらない生計手段確立のための住民支援活動（CSP: 

Community Support Program）を通して、地方農家の焼畑耕作への依存を軽減し、焼畑による森林減

少に歯止めをかけることを目的としたプロジェクトであり、2004 年 2 月から 5 年間の予定で開始さ

れた。CSP が支援する生計手段は、豚、ヤギ等の畜産、養殖、アグロフォレストリー（併農林業）、

機織、果樹栽培、水田の拡張等である。 

 

１-２協力内容 

(1)上位目標：プロジェクトサイトの属する郡において焼畑による森林減少率が低下する。 

 

(2)プロジェクト目標：プロジェクトサイトおよび周辺において、持続的な土地・森林利用につなが

る活動が住民主体により広まる。 

 

(3)成果 

成果 1: イニシャルサイトにおいて適切な土地・森林利用に基づく活動が展示される。 

成果 2: 研修を通じて普及職員（DAFEO/PAFEC）が普及に関する技術を身につける。 

成果 3: パイロットサイトの住民と普及職員が主体となって、CSP を通して、適切な土地・森

林利用に基づく活動が実施される。 

成果 4: 持続的な土地・森林利用と普及制度・手法に係る提言がなされる。 

 

(4)投入（2004 年度～2006 年度） 



 

 

 

日本側 

長期専門家派遣： 延べ 7 名 

短期専門家派遣： 延べ 5 名 

研修員受入：   計 8 名 

機材供与： 普及用バイク、事務備品等、計 176,230USD 

ローカルコスト負担： 612,417USD 

 

相手国側 

カウンターパート配置：中央カウンターパート 9 名、県郡実施チーム 29 名 

専門家およびナショナルスタッフ執務室：土地および事務室提供 

実施経費負担：40,000 USD 

 

２.評価調査団の概要 

調査者 （担当分野：氏名職位） 

三次啓都  団長・総括 JICA 地球環境部 森林・自然環境保全第一チーム長 

佐々木貢  森林保全  JICA ラオス事務所員 

石川みゆき 評価計画  JICA 地球環境部 森林・自然環境保全グループ職員 

調査期間 2006 年 8 月 8 日～8 月 24 日 評価種類：中間評価 

３.評価結果の概要 

３-１ 実績の確認 

(1) 活動 

全般的に予定通りに活動は実施されている。プロジェクト開始の最初の 6 ヶ月は、プロジェクト全

体の土台を築くための作業に用いられ、この間に実施された基礎調査とワークショップを通じて

PDM、PO 及びプロジェクト文書が見直され改訂がなされた。2004 年 8 月から主なプロジェクト

活動が着手され、この段階以降からは、イニシャルサイトのほとんどの活動が計画に沿って実施さ

れている。パイロットサイトの活動は予定の 2005 年第 3 四半期よりも少し早く同年第 2 四半期に

開始された。 

成果 4 下の活動に一部遅れが見られる。その理由は CSP の成果とそのインパクトがまだ分析でき

る段階にいたっていないためである。（CSP のレビューと分析は 2007 年 6 月に実施する予定） 

 

(2) 成果 

生産活動の成果は、徐々に見えつつある。全てのイニシャルサイトで家畜の数が増大している。し

かしながら、生産物の販売はまだ少なく、今のところ大きな収入の増加にはつながっていない。い

くつかの果樹で収穫が可能になりつつあり、リボルビングシステムによる活動の拡大も確認されつ

つある。Farmer to Farmer 普及を通じて他村への普及の可能性も出てきている。イニシャルサイト

及びパイロットサイトでの成果は活動開始後 2 年程度で目に見えてくると考えられる。 



 

 

 

 

(3) プロジェクト目標 

イニシャルサイトでの生産活動が開始されたのが 2005 年 6 月であるため、プロジェクト目標の指

標については、明確な数字は出てきていない。 

 

３-２ 評価結果の要約 

(1) 妥当性 

本プロジェクトはラオスの主要政策及び JICA の国別事業実施計画に整合していること、ラオスに

おける基本的な普及方法として定められた LEA（Lao Extension Approach）を採用していること、

ほとんどの活動対象村を「国家成長・貧困削減戦略（NGPES）」で指定された貧困郡の中から選

定していることなどにより、妥当性は高いと判断される。 

 

(2) 有効性 

CSP 活動開始後 1 年あまりを経過したのみであり、生産活動による結果はまだあまり見られておら

ず、現段階での有効性の判断は困難であるが、計画に基づく実施状況は順調である。 

成果 1、2 及び 3 は、焼畑移動耕作への依存度を低減させるための代替的な収入源に結びつくこと

からプロジェクト目標の達成に寄与するものであるが、効果的な活動の実施のためには「持続的な

土地・森林利用につながる技術」が明確化され、活動に反映されることが必要である。 

 

(3) 効率性 

概括すると、投入の質・量についてはともに計画に照らして適当であると判断されるが、成果の発

現からの効率性の判断は現時点では困難である。しかし、活動そのものは順調に推移しており、い

くつかの成果は既に発現し始めている。 

 

(4) インパクト 

活動開始からの期間が短いことから、明らかなインパクトは現段階では正・負ともに見られない。

プロジェクト目標と上位目標との乖離も見られず、多くの重要な要素は満たされるものと思われ

る。とりわけ、訓練を受けた普及職員が継続して普及業務に携わることが必要である。 

 

(5) 自立発展性 

財政的な制約から、プロジェクト活動終了後に同規模の活動が対象県によって継続されることは困

難だと見られる。自立発展性確保のためには予算措置の拡充やプロジェクト活動の管理・運営能力

の強化など、考慮されるべき課題が存在する。 

予算の制約のある中で、普及業務のためいくらかの事業予算はラオス側から配賦されているが、年

間の必要額を確保するのは困難である。また CSP の初期投資額についてはラオス政府からの配分

はなく、これらへの対応策が求められる。 



 

 

 

日本人専門家と共に活動を実施することを通じ、カウンターパートの計画・実施・問題解決及び技

術のレベルは、自らの手でプロジェクト活動を実施できる水準に達している。 

 

３-３ 効果発現に貢献した要因 

(1) 計画内容に関すること 

該当無し。 

 

(2) 実施プロセスに関すること 

該当無し。 

 

３-４ 問題点および問題を惹起した要因 

(1) 計画内容に関すること 

該当無し。 

 

(2) 実施プロセスに関すること 

該当無し。 

 

３-５ 結論 

イニシャルサイトでの生産活動は順調に推移しており、普及職員及び参加住民に対する研修も適時

実施しており、パイロットサイトでの活動も計画通りに進展している。しかしながら、対象村落で

の成果はまだ明確に現れていないため、現時点での判断は次期尚早と考えられる。 

 

３-６ 提言 

（1） CSP の有効性を高めるため、量（対象村数の速やかな拡大）よりも質（普及職員の能力

の向上など）の確保を重視すべき。 

（2） CSP の有効性の検証及びプロジェクト期間終了後の CSP の持続性確保を検討する場（ワ

ーキング・グループ）の設置が重要（MAF/NAFES が主導すべき）。想定される活動と

しては、①CSP を改善し一般化することを目指し、県・郡レベルの知識及び経験の共有

を図る、②外部リソースによる CSP 活動拡大の可能性について検証する、③上記２活動

をはじめとする CSP の改善の過程・結果をモニタリングする。 

（3） CSP の継続性確保のため、プロジェクト期間中にラオス側の取組みの強化が必要。

NAFES、県、郡は予算の獲得・増大に引き続き努力すること、またプロジェクト終了後

に向けて、CSP 活動に充てるべき他の財源について調査・検討することが必要。 

（4） オーナーシップ向上の観点から、プロジェクトの運営・管理体制の見直し・改善、スタッ

フの TOR の明確化が必要。対象県の PAFEC/PAFO 長、必要に応じて県の財政当局を含

め、四半期ごとを目途に双方向の意見・情報交換を行う定期的な会議の開催が必要。 



 

 

 

 

３-７ 教訓 

（1） プロジェクトの概念と実施プロセスを理解するためにプロジェクト文書をラオス語で作

成したこと。ラオス側の理解を深めるために関連文章をラオス語に翻訳することはきわ

めて重要であった。 

（2） 中間評価のための準備評価委員会を設けたこと。このプロセスを通じてラオス側メンバー

の能力向上とオーナーシップ醸成に寄与した。 

 

３-８ フォローアップ状況 

該当無し。 
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第１章 プロジェクトの背景・概要 

ラオスは国土面積の 80％が山岳地帯である。TFAP の報告によると、1940 年には 70％で

あった森林率が、2002 年には 41.5％にまで低下した。その要因として、焼畑移動耕作、不

法伐採、貧困による土地の他用途への転用などが挙げられる。ラオス政府は地域の環境保護

の目的の他、水源涵養のための国土の保全や山岳地帯での貧困対策を目的とした森林保全を

進めるべく、地域住民、外国ドナーと共に努力している。 

また、ラオス政府は 2020 年までに森林率を 80％にまで回復する計画を立てており、その

ための制度を確立しつつある。1996 年には森林法を制定し、2001 年 6 月には村落森林管理

に関する省令を制定した。しかしながら村落における森林管理に関しては、地方政府役人の

森林管理に関する技術的な水準の低さや予算不足により十分な活動が行われているとは言

い難い。村落森林管理を地方政府が村民とともに実施することは地域の森林保全に役立つの

みならず、地域の貧困削減、地球的な環境保全に効果がある。 

この問題を解決するために日本政府はビエンチャン県バンビエン郡、ヒンフープ郡にて

1996 年から 2003 年に森林保全・普及事業を実施してきた。1996 年 7 月から 2 年間の準備フ

ェーズでは、住民参加を基本とした森林保全復旧モデル形成のための基本構想と行動計画を

策定し、1998年7月から2003年7月の第二フェーズの５年間ではビエンチャン県で分収林、

アグロフォレストリー、織物など生計向上活動を含む活動を実施し、村落森林管理計画モデ

ル策定と県レベルでの人材育成を行った。 

ラオス政府は、ラオス北部の森林保全・普及とあわせて貧困削減を早急に行うため、ビエ

ンチャン県で実施された森林管理計画を北部 6 県に普及することを目的とした技術協力を

我が国に要請した。 

上位目標、プロジェクト目標、成果目標は下記のとおり。 

上位目標：プロジェクトサイトの属する郡において焼畑による森林減少率が低下する。 

 

プロジェクト目標： 

プロジェクトサイト及び周辺において、持続的な土地・森林利用につながる活動が住民

主体により広まる。  

 

成果： 

1. イニシャルサイトにおいて適切な土地・森林利用に基づく活動が展示される。 

2. 研修を通じて普及職員（DAFEO/PAFEC）が普及に関する技術を身につける。 

3. パイロットサイトの住民と普及員が主体となって、住民支援プログラム（CSP）を通し

て、適切な土地・森林利用に基づく活動が実施される。 

4. 持続的な土地・森林利用と普及制度・手法に係る提言がなされる。
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第２章 調査目的 

5 年間の協力期間の中間地点にある本プロジェクトの投入実績、活動実績、実施プロセス、

計画達成度を、PDM 及び活動計画に基づき、調査・確認し、課題・問題点を整理する。ま

た、JICA 事業評価ガイドラインに基づき、5 項目（妥当性、有効性、効率性、インパクト、

自立発展性）の観点から評価を実施し、プロジェクトが順調に成果発現に向けて実施されて

いるか検証する。 

かかる調査結果を踏まえ、プロジェクト後半に向けた今後の活動の方向性について関係者

と協議し、提言するとともに、必要に応じプロジェクトデザインの改訂について関係者と協

議を行う。これら結果を取りまとめた合同評価表を作成する。 

 

 

第３章 調査日程 

2006 年 8 月 8 日～8 月 24 日（附属資料１参照） 

 

 

第４章 調査団構成 

（附属資料２参照） 

 

 

第５章 調査の流れ 

 

(1) FORCOM プロジェクトに係る中間評価の考え方 

FORCOM プロジェクトでは中間評価を、（１）日・ラオ合同評価調査団による“中間評

価”だけでなく、中間評価に向けて、（２）プロジェクトスタッフ（県実施チームも含む）

による“自己評価”、（３）プロジェクトスタッフ、JICA 事務所スタッフ及び農林省関係

者からなる評価準備委員会による“評価準備調査”も含む一連の評価作業全体を中間評価と

してとらえている。 

 

(2) FORCOM における中間評価の意義 

PDM や PO 等に則して、これまでの実績やプロセスの整理と、今後への提言の抽出が基

本的な目的となるが、それに加えて、この中間評価の機会を利用して、「プロジェクトの持

続性確保のための戦略をレビューし、ラオス側と考え方の共有を図る」ことを、もう 1 つの
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大きな目的とする。 

 

(3) FORCOM 中間評価の重点評価項目 

FORCOM 中間評価の実施に当たっては、基本姿勢として、評価 5 項目のうちの「自立発

展性」に重点を置くこととする。根拠は、以下のとおりである。 

 

 FORCOM は投入も大きく、対象地域もラオス北部 6 県と広域であり、裨益者も多

く多様なプロジェクトである。従って、あらゆる側面からまんべんなく調査・評

価を行うことは、評価結果を表面的なものにする可能性があり、ある程度、何を

検討することがプロジェクトのためになるのか、ポイントを絞る必要があること。 

 

 FORCOM のプロジェクトの組み立て上、プロジェクト目標や上位目標の達成は、

プロジェクトの直接投入・成果が継続し、波及することへの期待に大きく依存す

る性格を持つ。つまり、投入とそこから得られる成果の全ては、プロジェクト終

了後の自立発展のためととらえられること。 

 

 妥当性や有効性の調査及び評価・分析に関して、FORCOM の場合プロジェクト開

始後、対象地域やターゲットグループの実情を確認した上で、短期専門家の派遣

を通じて PDM の振り返り・改訂を行った経緯があるため、通常の中間評価の場合

よりも計画や指標の見直し部分の重心は軽くなるのではないかと考えられること。 

 

 ラオス国内で過去に実施された農業・農村開発案件からの教訓として、プロジェ

クトの自立発展性のための取り組みは、ラオス政府に一任するのではなく、プロ

ジェクトの実施期間中に、プロジェクト活動に内部化して取り組む必要があると

いう点が認識されていること。 

 

(4) 議論すべき主な論点 

ア．プロジェクト終了後の CSP（Community Support Program）の姿 

制度の内容（現在作成しているガイドラインの方向性で良いか）、制度の位置づけ（MAF

内での管轄等）、初期投資資金の出処について協議を始め、ラオス側に制度として残

す方策を探る必要がある。 

 

イ．プロジェクトの実施方針 

FORCOM は当初から焼畑に代わる生産活動や普及手法の構築に重点を置いて限定さ

れたサイトで活動を行っているが、MAF 側にはサイトの数も大々的に増やし、1 村あ

たり支援活動数を絞り込むことなど、より貧困削減に直結した活動に重点を置いて欲

しいとの要請がある。 
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（注）このことは、プロジェクト上位目標の「森林の保全」の扱いにも関係する。 

 

ウ．ローカルコスト負担（普及員としての活動基盤整備） 

ラオス側の財政事情を考慮して、県・郡実施チームに対して、機材供与したバイク

の燃料費、イニシャルサイト関係郡スタッフへの旅費を臨時的に支援している（パイ

ロットサイト関係県・郡スタッフへは支援していない。）。 

普及員としての DAFEO 職員の村への移動費（バイク燃料費、旅費等）の確保が重要で

ある。このことは、プロジェクト終了後の自立発展性にも大きく関わっている。 

 

(5) FORCOM 中間評価において留意すべき事項 

ア．ラオス側との合意の重要性 

FORCOM は、中間評価実施に際して、プロジェクトの実施全般に関して、ラオス側、

特にラオス農林省（MAF）との合意の上で進める必要がある。その理由は、以下のと

おりである。 

 

 JCC 会議等を通じて、中間評価に関しては、すでに MAF 側から、ラオス側の意見

を汲み上げ、じっくり議論をして合意を形成するべきであるとの申し入れがされ

ていること。 

 

 将来的に FORCOM の構築した仕組みがラオスの農林普及の中の制度として確立

されるか否かは、プロジェクトの自立発展性を大きく左右する重要な問題である。

これに向けて FORCOM は「提言を行う」という PDM 上の活動があるが、「提言」

とは言っても、その内容を詰めるプロセスを共有し、できる限りの点まで合意を

取り付けておかなければ、その提言が採用される可能性が低いこと。 

 

 プロジェクト実施に際しても、プロジェクトの方向性や実施戦略について、プロ

ジェクトと MAF が同じ考え方を共有していなければ、最終的な「提言」内容にく

い違いが出ることが予想されること。 

 

イ．中央カウンターパート等との評価プロセスと結果の共有 

FORCOM の特徴のひとつとして、日本人専門家（5 名）に加え、プロジェクトオフ

ィスに常勤している中央カウンターパート（9 名）と各対象県・郡で FORCOM の活動

を担当している県・郡実施チーム（29 名）というように、プロジェクトの実施主体構

成が多様である。 

中間評価を通じて抽出されるプロジェクトへの提言は、プロジェクト運営体制の改

善のためにも、この中央カウンターパートと県･実施チームにも評価プロセスと結果を
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共有することが望ましいと考えられる。 

 

ウ．目に見えにくい成果への配慮 

FORCOM の特徴として、①農林業という時間がかかり且つ季節や気候に左右される

活動の支援を行っていること、②農民を直接の相手として活動を進めていること、③

普及員（県農林業普及センター（PAFEC）・郡農林業普及事務所（DAFEO）職員）の

普及に対する能力向上、及び④農民による活動のマネジメント能力や森林保全に対す

る意識の向上を成果としてねらっていることから、短期的な成果が目に見えにくいこ

とが予測される。 

このため、FORCOM の中間評価においては、特に、普及員のキャパシティの向上、

農民のキャパシティの向上について、適切に実績が評価される必要がある。具体的に

は、成果達成に向けたプロセスの評価をどう行うか、また、キャパシティの向上をど

う計るか、検討が必要である。 

 

(6) FORCOM 中間評価（本隊）の実施プロセスとデザイン 

本隊調査では、日本側及びラオス側で合同評価チームを結成し、これまでになされた

自己評価、評価準備調査の結果も踏まえプロジェクト活動を調査、評価するとともに、

プロジェクト目標の達成を見据えた協力期間後半の活動の方向性及び必要に応じて計

画の軌道修正の必要性について提言を行う。 

かかる調査・評価結果ならびに提言について、合同評価チームにおいて報告し、合

意事項を合同評価表としてミニッツ（Minutes of Meeting）として取りまとめ、署名する。 
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第６章 中間評価実施結果 

 

2006 年 8 月 14～22 日に、日ラオ合同ミッションメンバーによる中間評価調査を実施し、

評価レポートの作成及び議事録（M/M）の署名交換を行った。 

 

(1) 合同ミッションの主な日程（日程詳細は別紙 1、メンバーは別紙２） 

8 月 14 日 協議の進め方について確認（準備委員会での協議経過を踏まえ、論点を絞

って行う） 

8 月 15 日 イニシャルサイト視察、活動参加者からの報告およびインタビュー 

8 月 16～17 日 県・郡関係者を交えたワークショップ 

8 月 18～20 日 中間評価準備委員会の報告及びワークショップの結果に基づく協議、

評価レポート案の確認・協議、ミッションからの提言事項に関する協

議、ミニッツ案の作成・協議 

8 月 21 日 ミニッツ案、評価レポート案についての最終調整 

8 月 22 日 ミニッツ署名交換、日本大使館報告 

 

(2) 中間評価に対する日本側の考え方（対処方針会議で確認済み） 

今回の調査の特色として、日ラオ合同の評価準備委員会が組織され、全 5 回計 21 日間に

及ぶ協議を通じてこれまでの活動を振り返り検証する作業が積み重ねられていることが挙

げられ、本調査は評価準備委員会の延長線上にあるものと位置づけられることから、基本方

針として、評価準備委員会での成果を踏まえつつ、特に自立発展性の確保のための協議に重

心を置くこととし、ラオス側の自助努力によりプロジェクト終了後も CSP（Community 

Support Programme）活動を継続していくことを促す契機としたい。 

 

(3) 評価５項目に基づく結果 

ア）妥当性 

本プロジェクトはラオスの主要政策及び JICA の国別事業実施計画に整合していること、

ラオスにおける基本的な普及方法として定められた LEA（Lao Extension Approach）を採用

していること、ほとんどの活動対象村を「国家成長・貧困削減戦略（NGPES）」で指定さ

れた貧困郡の中から選定していることなどにより、妥当性は高いと判断される。 

 

イ）有効性（予測） 

CSP 活動開始後 1 年あまりを経過したのみであり、生産活動による結果はまだあまり見

られておらず、現段階での有効性の判断は困難であるが、計画に基づく実施状況は順調であ

る。 
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成果 1,2 及び 3 は、焼畑移動耕作への依存度を低減させるための代替的な収入源に結びつ

くことからプロジェクト目標の達成に寄与するものであるが、効果的な活動の実施のために

は「持続的な土地・森林利用につながる技術」が明確化され、活動に反映されることが必要

である。 

 

ウ）効率性 

概括すると、投入の質・量についてはともに計画に照らして適当であると判断されるが、

成果の発現からの効率性の判断は現段階では困難である。しかし、活動そのものは順調に推

移しており、いくつかの成果は既に発現し始めている。 

長期専門家の配置は適切であると見られるが、短期専門家については予算の制約から、

IEC 及び Village Fund Development の 2 分野で配置できていない。このためこの分野の活動

に遅れが見られる。カウンターパートの配置・本邦研修・機材調達・管理部門及び CSP 活

動への投入はいずれも適切であったと考えられる。 

 

エ）インパクト（予測） 

活動開始からの期間が短いことから、明らかなインパクトは現段階では正・負ともに見ら

れない。プロジェクト目標と上位目標との乖離も見られず、多くの重要な要素は満たされる

ものと思われる。とりわけ、訓練を受けた普及職員が継続して普及業務に携わることが必要

である。 

 

オ）自立発展性（見込み） 

財政的な制約から、プロジェクト活動終了後に同規模の活動が対象県によって継続される

ことは困難だと見られる。自立発展性確保のためには予算措置の拡充やプロジェクト活動の

管理・運営能力の強化など、考慮されるべき課題が存在する。 

予算の制約のある中で、普及業務のためいくらかの事業予算はラオス側から配賦されてい

るが、年間の必要額を確保するのは困難である。また CSP の初期投資額についてはラオス

政府からの配分はなく、これらへの対応策が求められる。 

日本人専門家と共に活動を実施することを通じ、カウンターパートの計画・実施・問題解

決及び技術のレベルは、自らの手でプロジェクト活動を実施できる水準に達している。 

 

(4) 本調査団からの提言 

ア）CSP の有効性を高めるため、量（対象村数の速やかな拡大）よりも質（普及職員の能

力の向上など）の確保を重視すべき 

 

イ）CSP の有効性の検証及びプロジェクト期間終了後の CSP の持続性確保を検討する場（ワ

ーキング・グループ）の設置が重要（MAF/NAFES が主導すべき） 
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（想定される活動） 

・ CSP を改善し一般化することを目指し、県・郡レベルの知識及び経験の共有を図

る 

・ 外部リソースによる CSP 活動拡大の可能性について検証する 

・ 上記 2 活動をはじめとする CSP の改善の過程・結果をモニタリングする 

 

ウ）CSP の継続性確保のため、プロジェクト期間中にラオス側の取組みの強化が必要 

NAFES、県、郡は予算の獲得・増大に引き続き努力すること、またプロジェクト終了

後に向けて、CSP 活動に充てるべき他の財源について調査・検討することが必要 

 

エ）オーナーシップ向上の観点から、プロジェクトの運営・管理体制の見直し・改善、スタ

ッフの TOR の明確化が必要 

対象県の PAFEC/PAFO 長、必要に応じて県の財政当局を含め、四半期ごとを目処に双

方向の意見・情報交換を行う定期的な会議の開催が必要 

 

(5) ラオス側高官のコメント（8 月 21 日） 

農林省 パリサック官房長 

・ 今回の中間評価で採用された参加型評価のプロセスは有益であった 

・ 内容については特に問題なしと考える（コメントは JCC の場で） 

・ 予算確保については、CPI が配分する予算の優先順位付けなど、制度化のためのメ

カニズムの確立が必要 

・ 経常予算については、予算申請のための計画づくりに県の財政当局とプロジェク

トが一緒に取り組むことが有効 

・ Bank for Poverty Lending が設立されたのでその活用も一考に値する 

・ CSP のコンセプトを説明するリファレンスペーパーを作ってはどうか（他ドナー

による CSP の展開に資する） 

 

NAFES アノン局長 

・ CSP の制度化については、ワーキング・グループで議論を深めるのが有益 

・ 予算面については NAFES も予算獲得に努力したい 

・ 普及システムを機能させるためにプロジェクトも積極的な関与を 

・ プロジェクト終了後のステップをどうしていくかの検討が必要 
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第７章 中間評価調査後の主な予定 
 

平成 18 年 8 月 30、31 日 第三回合同調整委員会 

10 月中間評価調査団報告書作成 

平成 19 年 1 月      第四回合同調整委員会（今後の作業状況を踏まえ開催） 

     7 月      プロジェクト活動の成果をみるため評価委員会を設置 

     8 月      第五回合同調整委員会（評価結果の報告等） 

 

 

第８章 その他参考事項 

 

今回採用した中間評価の取組み方法は、カウンターパートや各省からの参加者にとってキ

ャパシティ・ビルディングの場として大変有用であり、彼ら自身のオーナーシップの向上に

も寄与したものと認められる。 

 

ワーキング・グループのあり方としては、ドナー協調の場として農林省下に設置されてい

るコア・ワーキング・グループ及びその傘下のサブ・ワーキング・グループのいずれかを

活用することが考えられる。（パリサック官房長から既存の枠組みを活用するのが良いとの

示唆あり） 

 

今後の CSP 改善等の道筋をつけるのには、ラオス側はもとよりプロジェクト側からの積

極的な関与も必要不可欠と考えられるところ、このための短期専門家（3～4 か月程度必要

か）等の投入を検討する余地がある。（予算措置も含む）



 

 

 

 

 

 

 

附 属 資 料 

 

 

附属資料１：調査日程 

附属資料２：調査メンバーリスト 

附属資料３：協議議事録(Minutes of Meeting) 



 

 

Schedule of the Mid-term Evaluation 

 

Date Day 
Evaluation Mission 

Lao members Japanese members 

8-Aug Tue  (Eva. Planning)   NRT 10:00 ⇒ BKK 14:30 by TG643 

9-Aug Wed  

(Eva. Planning)  BKK 08:20 ⇒ VTE 09:30 by TG690 

(Eva. Planning/Forest Mgt) Meeting at JICA Office  

13:30 Courtesy call to Embassy of Japan 

15:00 Courtesy call to NAFES, MAF 

16:30 Meeting with FSIP 

10-Aug Thu  
09:00 – 17:00 Meeting with JICA Experts  

(Review of Preparatory Committee) 

11-Aug Fri  
09:00 – 17:00 Discussions on evaluation with Experts and  

preparation of draft evaluation report 

12-Aug Sat  
VTE 11:00 ⇒LPB 11:40 by QV101 

13:30 Discussion on evaluation at FORCOM Office in LPB 

13-Aug Sun  
(Leader) NRT 10:50⇒

BKK 15:25by NH953 

09:00 – 18:00 Information collection/ 

preparation for workshops 

14-Aug Mon 

VTE 13:00 ⇒ LPB 

13:40 by QV635 

(Leader) BKK 11:30⇒

LPB 13:25by PG632 

8:00 Meeting with Experts 

13:25 Meet with Team Leader 

14：00Courtesy call to LPB PAFO 

15:30 Meeting of Joint Evaluation Team and FORCOM project members 

15-Aug Tue 

Visit to Pongdong Village (Initial Site), Nan District, Luang Prabang Province 

07:30 Leave LPB ⇒ 09:00 Arrival at Pongdong Village 

09:00 – 12:00 Briefing on CSP by village head, site visit 

13:30 Leave Pongdong Village ⇒ 15:00 Arrival at LPB  

15:00 Review of site visit by Joint Evaluation Mission and FORCOM staff 

16-Aug Wed Workshop with Provincial and District officers and FORCOM staff 

17-Aug Thu Workshop with Provincial and District officers and FORCOM staff 

18-Aug Fri Review of the workshop and evaluation results by Joint Evaluation Team 

19-Aug Sat Preparation of draft Evaluation Report by Joint Evaluation Team 

20-Aug Sun 
Finalization of draft Evaluation Report by Joint Evaluation Team 

LPB 17:00  ⇒VTE 17:40 by QV 645 

21-Aug Mon Review of the final draft of Evaluation Report by MAF/NAFES and JICA 

22-Aug Tue 
Signing of the Minutes of Meeting 

Reporting of the evaluation results at JICA Office and the Embassy of Japan 
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23-Aug Wed  

 VTE 10:30 ⇒ BKK 11:35 by TG691  

(Team Leader) 

VTE 10:30⇒BKK 11:35 

by TG691  

BKK 22:40⇒NRT 06:45 

by NH954  

(Evaluation Planning)  

VTE10:30⇒BKK 11:35 byTG691 

BKK 23:10⇒NRT 07:30 byTG642 

24-Aug Thu  Arrival in Narita early morning 
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Annex 1: Detailed schedule of the Mid-term Evaluation 

Schedule of the Mid-term Evaluation 

Evaluation Mission 
Date Day 

Lao members Japanese members 

8-Aug Tue (Eva. Planning) NRT 10∞当日KK14:30 by TG643 

(Eva. Planning) BKK 08:20当 VTE09:30 by TG690 

(Eva. Planning/Forest Mgt) Meeting at JICA Office 
9-Aug Wed 13:30 Courtesy call to Embassy of Japan 

15:00 Courtesy call to NAFES， MAF 

16:30 Meeting with FSIP 

10-Aug Thu 
09:00 -17:00 Meeting with JICA Experts 

(Review of Preparatory Committee) 

11-Aug Fri 
09:00 -17:00 Discussions on evaluation with Experts and 

preparation of draft evaluation report 

12-Aug Sat 
、TE11:00当 LPB11 :40 by QV101 

13:30 Discussion on evaluation at FORCOM Office in LPB 

13-Aug Sun 
(Leader) NRT 10:50司 09:00 -18:00 Information collection/ 

BKK 15:25 by NH953 preparation for workshops 

14-Aug Mon 

VTE 13∞ 司 3L5PB【 l!11 (Leader)BKK1130司 111ii1-4:1O3BD .2O5OCMoMueeはeetetwsiny 比gh cWaTIltl eh taoEm xLpPLeeBratdPs eAr FO 
13:40 by QV635 LPB 13:25 by PG632 

15:30 Meeting of Joint Evaluation Team and FORCOM project members 

Visit to Pongdong Village Onitial Site). Nan District， Luang Prabang Province 

07:30 Leave LPB司 09∞ Arrivalat Pongdong Village 

15-Aug Tue 09:00 -12:00日riefingon CSP by village head， site visit 

13:30 Leave Pongdong VilIage 今 15∞Arrivalat LP8 

15:00 Review of site visit by Joint Evaluation Mission and FORCOM staff 

16-Aug Wed Workshop with Provincial and District officers and FORCOM staff 

17-Aug Thu Workshop with Provincial and District officers and FORCOM staff 

18-Aug Fri Review of the workshop and evaluation results by Joint Evaluation T eam 

19-Aug Sat Preparation of draft Evaluation Report by Joint Evaluation Team 

20-Aug Sun 
Finalization of draft Evaluation Report by Joint Evaluation T eam 

LPB 17:00 司 VTE17:40 by QV 645 

21-Aug Mon Review of the刊naldraft of Evaluation Report by MAF /NAFES and JICA 

22-Aug Tue 
SignIng of the Minutes of Meeting 

Reporting of the evaluation results at JICA Office and the Embassy of Japan 

VTE 10:30司日KK11 :35 by TG691 

VTE 10:30 =今日KK 11:35 by/VTE10:30司BKK11:35 byTG691 

23-Aug Wed TG691 I BKK 23:10=柑 RT07:30 byTG642 

BKK 22:40斗 NRT 06:45 by 

NH954 

24-Aug Thu Arrival in トJaritaearly morning 
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1. Relevance 

(Appropriateness of the approach 
target areas， c田町dination刷 th
other donors in Agricu!lure， 
Fα"estry and Exte附 onsector) 

of larget groups 
(Beneficiaries， scale， men.women 
ratio of participating farmers， etc.) 

August 2006 

Annex 4: Evaluation Grid 

Study Final Repo同p.40-43
(Assessmenl of exlensionisls)， 

p.54-56 (Formation of training 
curriculum)， 

p.50-53仏've肋ooddevelopment 
op!ion) 

(Background of the Project) 
• NGPES， FS2020 
・MAF5th Five year plan (2001-
2005) 

• MAF 6th Five year plan (2006-
2010) 

C/P， J/E， policy docume耐

(Background of the P日Iject)
• Project Document p.4-6 (Nalωnal 
and Intemational Efforts) 

同 CSP-Guidelinep.1-7 (CSP's 
appげ'oach)

• P悶 gressSummary， p.g (4.2 
Coo同inatewith other donors) 

Group) 
・ProjectDocument p.21-22 
(Ope田tionalArrangement) 

・1st JCC repor1 Annex-3 
• 2nd JCC report Annex-7 (Basic 
infonnation on Inmal 印刷and
Pilot Siles) 

• CSP Manual Doc 2-2 (Gender 
consideration. consideration for 
minori旬group)and白血5(Basic 
policy on CSP planning and 
sefection) 

• Summary of Activities in Inilial 
Sites & Pilot Sites 

the project site and its surrounding areas， initiated by villagers") is sti1l relevant with and 
meeting the needs of fanners in targe北districtsand villages Ihrough the provision ofinput and 
production techniques. The combination oftechnical回 即 時byPAFEC/DAFEO sta庄
together with the CSP small scale input which is manageable by village committee would 
develop the capacity of concemed local organizations and vi11agers as wel1 as production 
activity by participating household 
For extension staff， the prov問 onoftechnical training and on-site applic訓ionthrough activity 

IOg pr世田s，application oftechniques， and monitoring conlribute to the improvement in 

Growth and Poverty 
自ollowingpolicies 
， ，~t~hi 1i四finn of shi fiiO¥! cultiva1ion: MAF 5th and 6th 5 year development plan 2001-2005， 
2006-2010日spectively(2.2.3 Directive and targets for shifting cultivation stabi1四tion
programme， rural development and poverty alleviation programme， under '1I. Di問 ctives
and targeえsofthe 6白 Five-Ye訂 Planο006-2010)for Agriculture and Fo問 stry
Development' ，) designate the stabilization ofshifting cultivation as one ofthe most 
important goals ofagricultu問 andfores仕ysector in Laos 

'Human resourcc develoomerせinaQricultu問 ~nrl rnr~s竹v se「柏町 FORCOMproject 
promotes production ac“Vはeswith the initiation ofvi11agers and support ofextension 
staff. In the pr回目s，thc Project address田 humanresource development: extension staff 
receive some training in planning， implementing and monitoring of production activity as 
well as extension skills. Fanners also leam planning by their own， production gro叩
making， and production techniques. The Project's human悶悶urcedevelopment of 
extension staffand vil1agers is also along with human resource development pa託ofMAF
6由 5戸ardevelopment plan 2006-2010. (2.2.6‘Directives and targets in Human Rcsource 
Developmcnt Programme'， under 'II. Directives and targets ofthe 6111 Five-Year Plan 。006-2010)for Agricultu問 andForestry Developmcnt' presented to the Govemment 
Meeting on 28 -29 June 2005) 

• Povert主主旦dic延ion:The Pr句ectalso involves the rural poor， most of whose m吋or

for agriculture and fores!ry sector' under Priority area 4 
in Hannony with the National Enviro 

'80田盟匹国旦盟主 Appropriate. The Project strategy contributes to the GoL's effort of 
achieving stabilization ofsh出ingcultivation which is the important policy of agriculture 
and forestry sector and poverty eradication 

• Aporoach: Appropriate 
(1) Extension methods: The Project takes the NAFES白signatedLao Extension Approach 
(LEA) wIth more focus on Village Extension System(VES) 
(2) CSP: Provision of small scale grant to target villages together w師、 fannertraining help 
farr羽ersto upscale their production. The management ofCSP also facilitates village 
development by vil1agers themselves， but some improvement ofCSP still needed 

-工E旦U担旦主Sofar 8 districts， most ofwhich selected from the GoL's NGPES designated 
poor di由icts，in 6 northem Provinces. Although the vi11ages with ve庁 pooraccess by 
car/boat cannot be accessed by the PROJECT for security regulation by JICA， budgetary， 
and staffcapacity reasons， the target villages are appropriate according to bolh sides 

I Cate!!orv of beneficiaries 
τ1te beneficiaries are participating vi11agers most ofwhom aTe sub師免ntfanners， and 
District and Provincial extension staff. 

2The !;cale ofbeneficiarv: 
(1) Beneficiaries a日 11villages with 10 kinds， and 24 activit悶 m柏tal(Type 1) and at 
vi1lage level so far is 497 households 
(2) Target villages so far: 11 viJlages in 8 district国in6 Provinces 
百1enumber oftarget viltages is expected to be expanded by 14vi11agesJyear 
。)The beneficiary among e信tensionstaff so far counted 30戸rsonsin 8 districts in 6 
Pro羽田国
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ofthe fir針 Pi10tSites) 
(2) Activities for women: weaving， fish raising， cotton processing 
(3) Activities involvement women: high in particular pig raising， chicken raising， 
(4) CIP selection: 2 women C!P in central and 4 women in 6 Provincial Implement昌tion
Teams 

(3) Spillover effect or possibility .lndi回 lorsfor PDM p.4 .An口mD，;ateness:At present， ripple effect is pa同iallyseen. There is possibility of 
of expansion to other groups • CSP Guideline p.1・6(Activities expansion to the other villagers/villages. 

situation and expansion system) 
• ExDansiOn wilhin the tarEet vil1aE.EO...The expansion within the vi1lages started by revolving • Self~Evaluation Report 
of目指tinput.(19 Households so far) 

• ExDansion to other villag~ The impact of Ihe Project ha5 a possibility of expansion to 

olher fanners in the village and to other vi¥lages by means ofstudy tom.百 eProject 
should pay atlention more promotion offanner exchange5 or other measures (fanner to 
fanner extension and IEC 1001s) of expansion in order 10 ensure expansion oflhe Project 
effect 10 olher areas. 

(4) Fairness in distribution of • 1 5t & 2nd JCC report p.10・11 • svslemoffairlv distribute benefits ofthe CSP: Fair. 
benefits and ∞51s (Budget of the P町田tLevel) (1) AIl the villagers have opportunity to participate in the Project's whole village meeting 

• CSP Manual p.26~27 ， 0∞13 and know the benefit of participating in the Project司

(CSP Level: Procurement of Ihe 
(2) The selection ofthe 1st participants is discussed within the village according to the 

Equipmentl Material5) 
• CSP Manual Doc 6， 10 (CSP selcction criteria in CSP guideline. 

Level; Revolving system) (3) Sctting up ofvi11age Implementation Committee to ovcrsee the distribution ofbenefits 

• CSP Guideline p.11-13 (4) The 1st participating households share at least 50日 (includein-kind: labor and 

(Financial Arrangement) materials) cost of investment for production activities 
• Summary of Activi!ies in Inilial (5) Households， who cannot share 50日 ofto包 1investmcnt cost， can participate in 
Sites & Pilot Siles (CSP Level) production activity using rcvolving system with lowcr sharing cost based on vi11ager's 

decision. 

1.4 Others 

(1) Any changes in the • PDM (Important Assumptions) Changes in context wher巴 Ihep吋ectis siluated at the time ofEx~Ante Evaluation. 
environment (political， Project Document p.1-4 

百四 Projcct's direction and implementation is along with thc updated strategy and exlension economic， social， etc.) after (Background of Ihe Projecl) 

the ex~ante evaluatIon system 

(conducted at the project (!)E羽田SlOnS戸lem

formulation phase) Lao Extension Approach (LEA) was established by in October 2005. Organization 
structu田 andmandate of exlension organization (PAFEC and DAFEO) wcre c1early 

df2e3flFnoerd estwStrateav2020 waS叩 dorscdby in Julv 2005 

2 
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2. Effectiveness 

Purpose 
Review of accomplishment 
grid， progress reports， JCC 
repo市白 self-evalualion
workshop and inlelViews C/P 
&J/E 

• progress Summary， p.1-9 
(Delails of口ulpuls)

• Progress Summary， p.1-9 
(Details of Oulputs) 

百le

p四ductionactivities in Initial Sites has started since June 
官1epr吋ectmay focus mo悶 oncapacity building of extension staffs and villagers 

・丘旦凶皿s口県且Theprogress ofthe implement山 onis smooth in tenns of providing 

inputs and monitoring of activity for the pas比1+year. DAFEO staff often visit the target 
vi1lages working closely with lmplementation Commit犯esand participants in the S山田

・旦旦且且!.The outputs ofthe production activities get gradually visible η1enumberof 

livestock inc問 asedin all lnitial Sites and the戸rticipants'rice cultivation a陀 ais also 
expanded， however， only few the sales ofthe produce and income from it a田 seen.Few 
fruit tree which planted last year made fruits. The Project obse円 edthe ex凹nsionwithin 
the villages through問 volvingof first input. Although出eProject need further promote 
activities of farmer exchange， the impact ofthe P吋ecthas a戸ssibH託yofex阿国的n10 
other fanners in the village and師団h町 villagesby means of farmer to farmer 阻 change
and IEC 10015 
It is expected that from the 2nd year onward ofthe Initial/Pilot Si匂simplementation wil¥ 
see much of visible 0叫puts

.possible Obstructin宣伝ctorto fulfill the Proiect PUmD$~: the termination ofProject's 

gasoline cost provis問、， for lnitial Sites gasoline cost and daily subsistence allowance as 
well， which is due in July 2日日7would make PAFECIDAFEO staffin the target areas 
would make DAFEO staffs visil 10 the villages thus would possibly hamper the progress 

• Outputs 1，2， and 3 directly contribute to the achievemcnt ofthe Project PU中。seas they 

provide target villagers with the altemative productio田 andincome sources ("the activit町
leading 10 suslainable land and forest use") necessa庁 10rcduce dependence on shifiing 
cultivation. However， the technical aspect which Icads to sustainablc land and forest use 
should be effectively reflected in the implementation. The concept of‘techniques leading 
10 sust創 nableland and for田 1usピwi¥lbe clarified and p問 parcdthen prepare a concemed 
manual through gathering case studies and trials. Then rcf1ect it 10 the implementation of 
activities such as in training and in Project Sitcs 

• According 10 Indicator 4 (satisfaction lcvel ofvillagcrs) ofProjcct PU叩田eand lndicator 

2.1 (basic knowlcdge ofextcnsion under FORCOM) ofOutput 2， it is obse円 edthat a leve¥ 
of capacity building of extension staffs achievcd the target figu問
However， specific knowledge/skill/technique， such as production tcchniques， skills of 
problem analyzing and solving， facililation skill arc observed insufficient comparing to the 
project ex戸市.through daily activiti田

• According to Indicator 1.5 ofOutput 1 (basic understanding on linkage between FORCOM 

activity and sustainable ¥and and forest use)， the陀 arcsomc possibility to achieve 
(Achievement leve13) 
Specific knowledge/s泳ill/technique，such as skills ofmonitoring， problem analysis and 
solving， and village白ndmanagement are obse同 edin insufficient Icvel 

. The project needs to focus more on capaαty building mentioned above ofextcnsion s!affs 
and villagers 

• Output 4 is dcsigned to provide the Project and other govemment stakeholders with the 

recommendations on more effective approaches and methods ofagriculture and forestry 
extension as wel1 as on appropriate land and forest use 
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3. Efficiency 

E 

lmp!ementation costs 

• PO 
・Indicatorsfor PDM 
• Progress Summary， pト9
(Expected Results， 

Outputs) 
• Self~Evaluation Report 

Accomp1ishment grid， 

progress reports， C/P， J/E 

印刷ts 1. PO 
• Progress Summary， p.1-9 
(Pγ09問 ssand Problems) 

• Self~Evaluation 

~do.~ 

一do..

do 

.do 

Accomplishment grid， 

P巾 gressreports， C/P， J/E 

.Q些旦江主ssess血盟主 Itis difficu¥t拍judgeachievement level ofOutputs from the 
indica柏rsηleprogress of implementation in Output 1， 2 and 3 are on schedule. Outputs 
from production activities are started to be visible. The目白r丸山erecommendation by 

Qutput久whichneeds拍 referproduces from aclivities， is delayed compared to the plan 
.旦bslT旦ctin且血.ct.ru::The implementation in the剖tes，ensuring the smooth production of 
output， took rnuch of time and efforts than e:ぇpected.This leads to delays in coordination 
activities described in Qutput 4 

.cause and effect relationshio to nroduce Outnu!: As describcd in the earlier， 

工血担且且幻皿且 Thequantity and quality of input was mostly appropriate. However， the 
cancellation of IEC short~term expert has causcd the delay in doing a morc s念rategiclEC 
which is supp田，d加 promoteinformation 田 chang周 amongvil1agers.百lCbudgetary (cut) 
for the proposed annual plan in the 田 mefiscal year caused the delay in procurement， such 
as livestock， in some Sitcs 

ml 

工皿担g:Appropriate 

且盟.li!y:The quality ofthe training has been appropriate 

旦且星誕且y:Appropriate. However， it may have been be1tcr to reduce the number ofvisits 
for the pu叩oseof giving more focus on some key topics 

Utili旦1i♀n:Some C/Ps have been able to ut山田 thetechniques such as bio免出Iizer

through the training. The knowledge such as community developmcnt through 
ups for agricultural extension and income generation groups， applied in 

ofactivities with farmers. The contribution level ofthe CIP training 

工加担g:Timing of provision ofthe equipment has been叩propriate

旦盟出工生♀旦盟銭安 In gencral， the items， S戸"日cati叩 sand the quality of the provided 
equipment a問 appropriate.

Uti1izat回 n& manaQement田Thcp印videdequipment is田 sentialfor the Project activities 

and has be叩白l1yutilized. The maintenance of computer， printer and motorbikes in the 
local a同国 ismostly difficult due to the lack of access to concemed quality service 
provider， spare parts， and so on. The allocation oflocal bud田tfor rnaintenance is not 

.Timin2.011an出v.Utilizatio1: Althollgh the quantity was appropriate in total so far， the 
同 dllctionofFY 2005 JICA total blldget plan caused some delays in CSP procllrement in 
the end ofFY 2005. 

'Oth隻盟:Due to budget constraints. thc Lao side has been able to provide a few InplltS as 
R/D， including回 velco自白rthe C/P. The問 lated叩 stshave been borne by the 

-工出担g:Most ofthe C/Ps are assigned between April and June 2004 at the beginning ofthe 

Project except for Acting Project Manager who replaced the retired former Project 
Manager in Jllne 2005. One NAFES staffh出 beenassigned to the Project in September 
2005 

-白血illY.生♀且!!l主主::ClPs have been assigned more th叩 committednumber in R/D. AlI of 
the technical C/Ps are permanent staff in agriculture and fore昨yextension secto汀 with
relevant technical background. The nllmber of the technical ClPs has been sllfficient. 

Translation of important Project documents into Lao is needed for CIP who has the 
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-do.- fNote: As for the C/Pミsufficientnumber have provided by Lao side.) 

(3) Land， buildings and other facililies Timing‘OuantitV.Oualitv: Timing of provision of land and space was叩propriate.
ーdo.- Uti1ization & management: Generally appropriate. 

(4) Others (running expenses) 工i旦i旦g:The timing of budgeぇallocationby NAFES is delayed toward the end of FY (in 
-do.- FY 20口4and 2005) 

虫盟皿住y:Insufficient， although NAFES is making an effort on budget allocation. 
At provincial and district level， administrational cost except stationary is borne by the 
authorities. 

3.3 Important Assumptions CIP.JIE No particular changes in the Important Assumptions‘ 

3町4 Cost-efficiency; 官官reis no similar project in term ofthe overall design， which can be compared， because of 
Comparison to the similar diITerent Inputs， Outputs， approach， target area， and so on. 
project 

3.5 Coordination with other • JICA Proiect~ The coordination with AQIP Pr句ecton fanner training in aquaculture was 
relevant projects Progress reports， J/E discussed in sever立Ioccasions. But the PROJECT did not make conCrete plan. 

• OtherProiect: The concretc coordination plan with other projects were not ready although 
FORCOM intended to make some proposal to change in LE出 byconducting activity with 
LEAP staff in Pakseng District守TheProject has also exchanged general information with 
the pr句ectsbelow 
Lao Extension for Agriculture Project (LEAP) 
SIDA Upland Agriculture and Forestry Research ProJ.ect 

-GTZ Rural Development in MountaInous Areas (Sayaboury) 
ーRegularcoordination meeting wIth Projects under PAFEC Luang Prabang 
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4. Impact (prospect) 

。Influeoce00 policy making 
and the preparation of law， 
system， and standards， etc 

。Influenceon social and 
cullu回 Iissues such as 
gender， human rights， 
P凹 e町。 etc

o lnfluence on envi悶 nmental
conservation 

。Influenceand social change 
induced by lechnical 
revolution 

。Econom悶 influenceon the 
target society， project 
stakeholders， and 
beneficia吋es

(10田 senegative impacts are 
observed， have any 
countermeasu陪 staken by the 

τって
吋

(Background) 

前紛泰三

• Indicators for PDM (Ove由 11

Goal and Project PU巾05e)
. .口bjectiveTree of 
FORCOM and beneficiaries 
atthe口utputand PJ 
Purpose Level' 

• Self-Eva!uation Report 
Goal & Project 

111 Goal 
Indicators for PDM 
Goal and project Purpose) 

• Project Oocument p.18-20， 
Annex1S (Sites expansion) 

圃 CSPGuideline p.4-5 (CSP 
expansion) 

• CSP GuideKne p.12 
(Revolving system， Village 
fund) 

• CSP Guideline p.13.14 
(Environmenlal and social 
consideration， 
Communication 
conside田 tion)

• prosnect to achievine: the口verallGoat The current level of achievement is yet to known 
since the po叫 iveresults of activities only started to be shown reεentlya食erone year and a 

few months ofimplementation in Initial Sites， and about a halfyear for Pilot Sites 

• Nothing particular 

'GaDS be北weenthe Proiect Purnose and the Overallσ'nn[! Not foreseen yet 

ー塩田且盟tass旦皿民担旦~Most ofthe Impo由 otAssump北ionswould be satisfied， eλ:cept a 

case that trained extension s!affs do oot continue extension work 

seen， 50 far 

5een， 50 far 

5een any ditTerence5 socia! cJa5s 
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5， Sustainability (prospect) 

after Ihe terminalion of the project I (Slrat，珂y10 enhance 
sustainability) 

• Project Document p.1-4 
(Background) 

• MAF 10-year Plan (2001 
2010) 
・Reviewof Ihe po!icy 
documenl. 

(却06-2010)and Forestry Strategy 2020 (VilIage Land Usc and Forest Management) 

.，;The 6血 MAF5-Year Plan 
Extension' in Cross Cutting Arcas' in Forestry Strategy 2020 giving 

and 

foreseen. The project p問 paresthe recommcndation wIthin the proj田 t

'Q恕盟盗誕.Q;.Recognition 10 the project 
ownership of the ¥ocal 

implemenling agencies for 
maintaining the project effecls 

(Strategy 10 enhance 
sustainability) 

・'Instit叫'onalAna(ys;s' by 
Ms. Yoshida， Short-term 
Expert 

• Necessary e刈ensionorganizations at national， provincial and district Jevel 
will be generalized. e刻印sionstaffs to maintain pr句ecteffects after the project termination 
are allocated 
The C/Ps are戸田羽田ntemployees from NAFES (3 persons)， Provincial Agriculture 
Foreslry Office ofLuang Prabang (7 persons from 3 diffとrenttechnical divisions)， all of 
whose employmcnt is guaranteed. Thc C/Ps joined the Project at the beginning ofthe 
ProJ'ect， thus return 10 their organizations at the termInation ofthe Project 

・出血盟主!llil思三担邑臨~NAFES and 6 PAFECs have commitment and effort 10 incrcase of 
capacity other than budgetary allocation necessary to the Project. DAFEO managcment 
capacily would be varied in terms ofhuman resources allocalion and decision making. At 

or 6 PAFECs are not able 10 manage the relevant activities 

11 (Disbursed Budget) 
• Result of Inpuls by GOL 
and J氾A (2006) 

1~山on (onerafion co~11 tiome budgcl has been provided even 
constraint of govemment budget. Currently there is difficulty 10 enSure budget allocation 
although NAFES， PAFECs and DAFEOs concemed makc an annual request of recurrent 
cost for running the Project 

，8udi!etarv allocation for initial inve従ment(CSP1; No budget has been al!ocated from the 
Govemmenl 

• Currently there is difficulty 10 ensure budget al!ocation although NAFES， PAFECs and 
DAFEOs concemed make an annual request ofrecur官 ntcost for running the Project 

adop由 fivemain types oftechnical transfer methods corresponding with 
target group; 1. Training in c¥assroom， 2. On-Ihe-Job Training (OJη，3. Study tour， 4 
Farmer-to-farmer exch叩 ge，and 5. Counterpart training in abroad (Japa吋
1， 2， 3 and 5 seem to be appropriale for local ext回 sionstaffs and villagers. Fanncr-to-farmer 
eλ:change、1Ii11be conducled in near future 

，..νmovement 
expansion mcchanism by the implcmenting agency is not seen， because il Is early to judge the 
feasibi1ity of expansion mechanism introduced by FORCOM at presenl 

問
耐
一
州

酬

副

蜘

凶

何
一
問
。
制
一
川
川
畑
一
則
自

出
羽
出
口
町
出
ー

加
問
叫
附
加
伽
脚
柳
一
町

附o
 

b
 描町
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(Social and communicalion 
consideralion) 

Necessity of adjusting the direction or the path 

Exnam:irm mechanism bv the imnlementinQ: aQ:encv: The movement for endorsement of 

expansion mechanism by the implementing agency is not seen， because it is early to judge the 
伝部ibilityof expansion mechanism i附 oducedby FORC口Mat present 

sectors is 

mostly叩 propriate.Thus the obstructing factor to sustainable Project effect is unforeseen 

.立血豆ll:Nothing particular 

• Nothing particular 

• Nothing particular 

Prosnect to achieve Proiect Pumos~: The current level of achievement is limited to prelimina叩 levelso far， however the display of some positive results is obse刊 edin
the activities under Output 1 103 

Adiustment to the InDut activities. and the 口utDut~: No particular adjustment would be necessary 

ChanQ:es in issue略 tobec、nsideredand the rish after Ex-An!e Evaluation 
(り Extensionsystem 
ο) Policy in land and fo閃 stuse 
τnose policies and sys恒min two sectors have been developed after the Ex-An給 Evaluation.The Project's direction and implementation is along with these policy or 
system 
Needs to nav snecial atfention 

Thep町 ectneeds to give more focus on capacity building ofvillagers and extensio由 自 由 (PAFECand DAFEO). Th，田pacityofvi11agers and extensior、slaffshas 
been developed at certain level through project activities. Howe問 r，it has not reached to sufficicnt 1凹 elto ensure suslainability ofvillage level activities， such as 
production activities and vil1agβextension 
Countenneasu問 s10 be conductcd: (1) postpone announcement of 4lh Pilot Sites (Oct2006) in order旬 reviewactivity and to strengthen the capacity of exte田 ion

staffs and vi1lagers. (:勾 increasetrainings for extens剛 staffsand villagers. Such as fanner-to品nnerexchar】geand OJT for vil1age level activities， production 
techniques， vil1age cxtension， monitoring， problem analyzing and solving， and marketing Infonnation 

No!e 

“Stabilization of sifting cultivation" is a one ofthe slrategies to prevcnt degradation forest area in Lao P.D.R. Each fanner can cultivate and produce crops legally in 
own allocatcd forcst land 
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Annex 5 : Accomplishment Grid 

匁 官SFJ同33ム官J
g盟国L
Goal 
Deαち田何

回包d柏田t
∞時間

岡崎Kiin 
thedisbicls 
V.I!e陪
附 ectsi回
a陪陥E毎d

国 E週日

Five yea田 afterproject 
termination (year 
2014)， 

upland ri田 production
an曲 bysh出ng
cu臥la加n恒redu田 din
the dislIic厄where
projectsit，田8陪

b田t剖，∞mpared10
the甘meolp町配t
ini1iation 

国主迎E之

Fiveyea田 afterproject 
termina回n(year 
2014)， 

the per annum 
ave陪ged句回以dation
ar，回 is陪du田 din the 
dislIic包wherep叫配t
d曲 a陪 b田悟d，
∞mpa陪d10 the lerm 
011ω'2-2∞2恰velol
the per annum 
averagedeg四dation
a陪 aol山町-entforest

In毎fVie，帽
v拍
J司伊自信努

e酔耐J/E)
and 
αョun民'll"rt
問ち田岡

ρP)，; 
"""""of 
匙出内回1
隠戸ヌ色S

Qnd岨唱

曲品協k
and防司伎1
m伊ヌ色S

It was suggested by the Evaluation Mission that Indicator 1 be de恰ted

be伺 usethere is no acωrate and reliable da匂availableto assess the 

change in upland rice pr凶 uctionarea and also be句 usethe∞rrelation 

between upland r四 areaand the increase ollorest∞，ver is not clear. Thus 
measuring the achievement level 01 the Indicator is not possible 

The availability 01 reliab恰d日匂toassess the change in lor，田.tan田 恒 limited

Howeve口theachievement level ollndi回 tor2回 nbe assessed based on 

thedata廿omthe National For田旬Inventory Planning (NOFIP). NOFIP 
survey is conducted every 10 Y田町田dthe next survey is expected to be 

conducled in 2012， when the assessment 01 the achievemenl level will be 

possible 

<Referena> Change 01 current forest area by disbict (1992-2002) 

印 問 叫F町出a悶(ha)

P巾~n田 Dis信抵 To也'''00 1992 2002 Av<拍胆
f、勺

a問。羽}
角田 M坦

D暗記a伽

(ha) 小a) ん副)<!ar

1 Pa岡田g 164，犯8 17，3'ω 21，鉛7 458 1 L岨 ng

P田国n9
2 Nan 140，427 41，189 55，笛4 1，388 

3 Vie時附羽m 337，831 123，379 的，952 3，243 

Sayalx山ry 4 Saya以ヨury 315，837 刊2，苫立 123，9お 1，166 

出回 5 
Pha 

αJdom 
166，735 35，538 67，289 

ー.3，175

Luang 
B L田g 251，354 185，502 159，位7

2，部8

Namtha 

H∞a防陪n 7 V悶略的∞g 403，434 210，886 197，305 1，358 

V陪ntiane B Feuang 93，079 52，277 41，880 1，出。

To回 1，自主2，805 778，423 7日，210 2，021 

S田町田 NOFIP(National F'町田町In四n回yaOO円ann咽)

Nole 1: Definition: CU問 nt知恵stind凶自問U副 b田区aOOforestp田凶ons.ltis出国b陪ferlo
l田dv.ith a両e田明Y田明01町田eth田却%and ar闇 olmαethan0劫 a官1e岡田

sh加国出able10聞出aminimum height of frn (8叩回向田t訪ヨ匂y2C耳目)
No也2:FI町酌田e4dislricls吋1e陪 deα田S副甘沼田rannumave四ge由g田dationa陪aol印冊叫

b田 tthe P，司ect陪gan:lsthat Ihe ind田町四羽田出目alizedin田seめ由edisbi世間出国

Inαease印冊ntlO!百ta問 αm問問dlo2∞21e時 l
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Annex 5 : Accomplishment Grid 

project 

主旦豆盟呈

Adiviti田
厄剖0910
S出泊nable
landand 
柏田t田e
国ginto
ex戸内din
Ihe pr吋ec!
s包 and胎

5U町田Jnding
a氾as，
initia凶句
、n幅ge!S.

担dica訟は
Atthe百me01 project 
termination， the 
numberolpa同cipa百ng
households increas田
bymo陪 lhan50%
from the number 01 1~ 
pa削・patir唱
hou間同Idsin the 
p旧j凶 so田，whe陪

produc目ona泊吋世es
s凶 凶befo田April
2007. 

的回"'"唱
、内情、
Ja問n田e
国同市JJE)
街、d

α刻n匂"'"民
間 3朋醐
(OP)，; 

""惚N of 
匝ゴh出羽

陀依Xをs
(indudi咽
由包s回h
andp<司副

隠ロョ15

A'∞ording to the preliminary su同ey，novill日目白 havereached tihe target of 
50 % increase in tihe number of participating households as of 31 July 2∞6. 
The number of participating households is on tihe increase in Ini制 Sites
e~四ptSamton Village as a revolving system was introduced to expand 
proj田 :tactivit巴sto otiher households. There has been no change in tihe 1 ~ 
Pilot Sit田 wheretihe revolving system has just been introdu田dr日;ently

Over，剖1，tihe number of p制限patinghouseholds has increased by 3%.ρe 
tihe proj配 tactivit巴sexpand through tihe revolving system， tihe number of 
participating households is expected to s泊仕increasingsteadily as tihe one 
rev，口Ivingcycie泊k白骨om1.5yea陪 to5yea田

<Re知恵n回.>C同咽einthenum出rof問rtici戸甘O9hot路eholds

Num以~of飴，. N凶rnberof

p""，問| D銚担 、A匝p 同血伺信昭

HHs(A) 田 ofJu冊耳団 所)

加制Si出 219(MarZOC町 J泊4i 国 3

P晶臨司3 ト匂tHouay 61 64 1田
t.a咽

V陪噌<ham Samlon 42 41 田 2
門司同時

「知町

N四 pα事わ唱 46 47 1曲

sa戸以刻ry Namoo 70 82 1田
1"PiはSn苗 262仰ay2Xl6) 263 1田

D朋臨調。 苫 苫 1曲
B油田 P同白Jdon円

P国唱甘四唱 43 43 1田

t.a咽 41 
I 1田回、9 同川首 41 

Nam督官a

Houaが同 ¥A回羽ttor司自 N釦限泡t 田 自 I 1凹

L回咽 四、r.，唖<ham h噌祖J句 泊 1田
P悶bang

sa四boury Sa中lboury N説aK 田 51 1田

'"嗣面開 Fe由時 Pは別加n 田 田 1曲
TOT，凡 461 497 田8
S凹 ra;h制問Y剖m問 ry(FORCOM)

Note1“'Aclivilies" n田a田 activ甜自国di噌 S出匂nableland and柏田t出e，抽出 FORCOM
P吋ectsup阿刷出T如e1and Type 2 

No!e2: FI町IheTy問 1aclMly im同emen凶 by~拍geAυめ副司Y 町羽 ageWI叩"IE!n's Un四，胞

間柑nuationof adMly旧日出凹n凶由加e'加わe凶 e
No1e3; [泊也副eCIi叩 islo出 d田eby田m同時剖鳩町;dueloh叫)enum回oIfi陪t戸r旬。ロ岡市
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Indica包r2
Compared to the 
annual in∞meoffirst 
問品cipating
hou田 holdsbefo陪
implementing the 
project acti帰国， π旧陪

than 50% of the官田t
pa柑cipatir瑚
households in Ini1ial 
Stt，田and1" Pilot S仕団
a陪出ingableto
Jn口曲目 the廿endof
in∞me by 30% 1iom 
thep悶Jjectproduction 
acti淵esatthe甘meof
projectもeπn!na加n.

Note: Date凶副OI1islo
be d叩 e through a 
田 m回同 su問 ydueloa
huge number 01 the百rst
問r出田市刊e句研tof
"30背 in田市 inα田 se
d渓~ not ind叫e 廿e
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Annex 5 : Accomplishment Grid 

出国短r3

By the time 01 project 
termination， the田 a旧

households that were 
not involved in the 
p悶回目hat同時

adopted techniques 
leading to sus泊inable
land and forest use， in 
the surrounding areas 
olall p叫田ts.田

担d臨忽E丑

Inatle晶 t60%olthe 
villag田 wherePilot 
S血sare 10国 ted，at 
least50% 01 
pa同cipating
households a盟 国sthe
extension s住市s
問巾rman田 tohave 
beenimp旧V凶 (atthe
百meolp叫配t
termination) 
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Annex 5 : Accomplishment Grid 

出担担r5

By the time of pro.怜d
tennination， at leas! 
30% ofthe p回lject
pa凶cipati咽
households in all 
p吋配tstt田 have
r凶 U由 dshi間句

cu肱品世onar四

2血出 Ilnd臨迎は.1抽N帥

TdM復習S

国gョd田

appropr油
恒国副作d

財政式u5o"'"
dem叩 S同悟d
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Sl佐美忌
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P吋配t恒iden節ed
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aclivi甘田 岡 田begun
in In而alSttes. 

が寸echn同出荷陪defin凶器

毎出向uelsinb叫 U田 dby
Ihep同ect，山l出回出b
S出，18抽出elandand
forest use， and is 
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川Ihs加 ple，刷出t
n畑 恵m問団and
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indud田 ma咽伊rial田 es
su出田 岡n珂 meせ凶s，
S戸国TVp回:ESSof
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h山岳hoIdsare 
α:x1tinuingfop回出a
mα芭1han50 % of1he 
techniqu田 inb'c曲目珂
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副阿出
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(Refer also to the Indi回 !or3 of the Overall Goal) 
Through the Household Income and Expenditure Surveys， the shifting 
山 Itivationareas in four Initial Sites have been reduced in 49.6 % (69 HH) of 
the total number of the participating households (139 HH) during 2004 and 

2005. 

In all the four Ini!ial Sites， more than 40 % of the participating households 
have either decreased or abolished sh耐ngcultiva!ion area， achieving the 
targe! sp田岡edby Indi回 tor5
The change in Pilo! Stt.田 wasl∞eal1yto asse田 a!the time of the Mid-!erm 
evaluat旧n;the change in shilting cultivation 町田川 Pilo!Sil時 限goingtobe 

monitored "勾ularly

<~時間間~Households w抽陪du由 dsh耐ng山出vationa出3inln蜘 ISi包括(2004-2∞司

HatH山ay sam畑、 Pα酬明 i Namα1 

To凶numberofh山田出品
49 

(HH) 
17 31 42 

hα-.ase 21 HH 43% 9HH 53% 14HH 45% 17HH 40% 

Deα""se 19HH 3伊も 6HH 35% 12HH 39"10 11 HH 26% 

SIop問d 3HH 6% 1 HH 6% 1 HH 3% 8HH 19"/， 

No出ange 6HH 12% 1 HH 6% 4HH 13% 3HH 7% 

Not問 C酒田 in'04-'05 。日% 。。弘 。。%3HH 7% 

口四 四時+s旬F剖 22HH 45% 7HH 41% 13HH 42% 19HH 45% 
S凹陀e:1""and Z‘Hous由oIdlnoヌne田 dE河湾出itu陪 Surve'戸 (FORCOM)

The project clari官edwha! '1echniques leading to sustainable land and forest 
use" means and produ田 dby August 2006 a lis! of main I配 hniqu田
introdu目 dby the proj国 tfor each activity. The 協力niqu田 promotedby the 
project follow bas巴principlesof the p町田tactivities: environmentally sound， 
simple and a汗ordable，and conducive to陪 ducingp"田 sureon land and 
for，田!r田 our口語.

The techniques ident田edsoねrinclude both techn回 1and managerial on田，

for instance (i) formulation of activity group and ∞lIective monitoring; (ii) 
de凶ledplan-<l仔S田 pro田 ssof CSP .pl.anning .with villaQe同;(iii) a package 
of livestock陪isingtechniques; and (iv) wa!ering !echnique by the use of 
bamboo 

寸helist of the !echniques is expected !o be reviewed and refined by June 
2007 

As the lis! of main I配 hniqu田 in甘凶u田 dbythe proj田 tfor each activity has 
recently been prepared， appropriate da泊onthe rate of households 
practicing such !echniques have no! been∞lIected to assess the 
achievement level as of Augus! 2006 
Neve巾el田 s，社hasbeen obse同凶 throughmonitoring that a relatively large 
pa仕ofparticipating households have∞ntinued !o practi也 techniquesthat 
are used for popular activiti田 su凶 aspig and goat旧 sing日nd加it甘田

planting. For instance， techniques for improving lives!ock health (e.g. 
va∞ination) have been widely ap凶edbe伺 usefarmers see a relatively 
promp! change in produc甘vityand thus potential in∞m田

It has to be clarified whether the Indicator means 50% of e!出旦盤強曲以皇E
In廿吋U目 dorof虫色益虫旦!日盟主主only.

L一一一一一一一司ー同町--'- ーーーー_L、同町田町ー司ー一一」 ーーーーーー------ー一一一一一一一一一一一一一一一 ーーーーーーーーー--目白血--一一一一一
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Annex 5 : Accomplishment Grid 

担d隆也r1.3 

wi伽 12ye踊 (untilJune，
2007)al加 acli噸eshave
同gunintn田alS血s，符百棺

1han 6O%of廿惚自国

問dα問tin号hoi.βehd也
in In目als幅5a田 being
abletoin田昌el限刀明e
by20~も fioollhep司ect
戸凶uctionactiv輔自，
国羽田陪dlolhea円nual
In町 田01問rtia問ting
加 盟hdd出わ田

implemenlation of 
p叫ectacli噸缶

一伊胃骨--骨骨骨司-ーーーーーーーーーーーーーーー世・ー・・・._~ - ー ー - .--ーーーーーーーー姐・・岨骨骨圃.-- - - -------- - - - - --骨骨'

(Refer also to Ind悶 tor2 of Proj配:lPu巾ose)
According to the preliminary survey， 1 % of the participating households 
achieved the也rgetof 30 % income increase as of 31 July 2006 
Participating households in most of the Init旧1Sit田 haveincreased their 
incomes by 1 -10 % through the project-supported pr'凶 uctionac:tv世間，
especially those gene旧tingquick retums (i.e. pig raising，百shraising and 
weaving). The signifi悶 ntreduction in income in Pongdong Village is due to 
the d悶ug同t(Jul.-Aug.2005) and subsequent damage to agricultural 
pr，ωuction. 
As the implementation of the activities in Initial Sites s刷 edabout 15 months 
ago， most of the production activ町田 havenot brought major incomes to the 
participating households yet. However， weaving and pig raising are relatively 
quick to generate in∞nes and thus are exp配 tωtob吋nga steady骨owof 
In∞m田 asthe activities continue， hen目 expectedincrease in in∞mes by 
the project tennination 

No肱Dale凶aCIiOn隠 b国 doneIhrough a samplir唱suweydue to a h叫}enum匝rof Ihe百rst
同rtiα岡市.

<Re島田n回>Change in amount of annual income by project 5i恒
Unit1，α)() kip) 

W回'" AA即 allr口調了岡A) AAn国110田市但) 了百恒例xl乃
忽xl4

{α恐慌混2合30w5nkP43 (AXd1u2shcw伝BkXm12) 

10地als肱，. 出IHα即{印町 4.445 4.時1 6，1田1
pooo由叩札P8) 7，324 4，514 10，019 
Sam1on(lPB 6.3田 7，6却 即日

N田町(SYB) 4，445 4.851 10，3田
S叩明 1stand2nd H叫由OIdIn国市andEヰ提出ilu由Su附 ys(FORCα1，1)

<Refe陪 n国，>In∞mefrom the project produc世onactivi世田間4{U11n3lthmalHSlk i国
l四 kip)

HatHouay Sam回 Pongd∞g Namα3 
Adivily May Juν 陥 y July 拍ν July May July 

2005 2006 2∞5 2006 2005 2日J6 2∞5 2日J6
P証制y罰e財 師8出回 。 。 。 。 。 1.6 

町田加eplanti咽 。 0.3 

F山it 。 0.7 。 。 。 。

ca出e国I5lng 。 。 。 。 日 。

P回目隠Ing 。 3.1 。 1.3 。 4.0 。 4.9 

G但 t回出珂 。 1.0 。 。 。 。 。 。

Chicken田Sing 。 。 。 0.5 

Frsh田lising 。 2.1 。 1.8 。 。

W田~ng 。 7.5 

AiQta悶cMFUsdbyud田)
。 。 。 。

To凶 In町田 。 14.4 。 1.7 。 5.8 。 7.1 
Soura:Da包合町nlhemon刷 ngbyFORCOM

<Re罰町四四!>To句linc四nect官ngeof田rtici田tingho田由oldsbyactiv勾in20Q4..2'∞5

HatHouay Samlon Pα19dong Namα1 
向調叶ty

岡田seoe<ヨちase岡田時 Deαョase加α国語 。町田se10αase E旭αase

P副dy百eld 7 7 。 3 2 7 
日<pans!Oll
向田首田planti咽 2 2 

F山it匝eplanting 3 2 3 7 5 3 

E治団e旧国ng 2 B 

P回目隠Ing 6 4 2 4 3 7 4 5 

G国t目白n自 7 11 4 3 2 4 

Chicken旧陪咽 3 5 

罰曲目isin号 2 。 D 2 

ToI>訓HH 25 24 B 9 8 23 16 26 

Peanl匂F 51% 49% 47% 53% 26% 74% 38% 62% 
S叫陀e:1""and zu Hoー"'_1...1 I 一一"~ -，，'----円 ----， ... ，圏、r、，、，園、‘ a、

明骨四帽骨司亭押明 ー ・ ー ー ー ー ー .7. 
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Annex 5 : Accomplishment Grid 
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Indiator1A At the time of the Mid-tenm evaluation， there is no reliable da匂 availableon 

The同 ndofi悶ち晶eln
the number of visitors to Initi剖8it田 eXI田 ptfor Hat Houay Village 

わenumber of visitcxs lNho For be!ter re∞rding of visit口市， the project distributed re∞rd b口oksto Initial 

a::xne1ool出erveln描d 8it田 inApril 2口05.The廿endof the number of visito陪 hass旧時 been
部出品their四Nflwill properly monitored through the record books and monthly meetings of Initial 
andi町 study同信

8ites Implementation Commi!tees 
αDtEsmU柑nzP剖間b羽y目沼崎田町

甘1esmall number of visitors， especially those from neighbonng villag田，

ind悶 t田|同itl凶 publicityamong potential benefic聞出 andstakeholde陪

This may be due to the delayed input of a short-tenm expe仕 onIEC 

(Infonmation， Eduぬ tion，Commun回 t旧n)and the subsequent delay in the 

development of an e町田tiveinfonmation dissemination sぬtegy.

<Re悔悟n時> Number of visitors to Initial Srte5 IAsof31 Julv20061 
In嗣 S陶 HatHot刷 PαlQCbnq Samlon Na<ro1 
T<加n May'OO-July'06 May'Qω口付加 tv'Iay'CX与July'06 Mav団.July'06

Number 781"言説加 角田岡 10 Nα-.e 
刈(回田Mm拘1田) 

σfv尉to<s 同四恰)

8陀泡IkdoM1

/ / / 
De屈託s NeighbCJ<旬、A旬開，11

Ministry of.ρ.&F， PAFO 35 
PaIく閥、gd油相t岡国hstaff 13 
JICI¥ 9 
四百J_沼田10

S山田¥/同町以到<and interview with vil陶酔隠

Ind国lor1.5

Key叫agersare回開b恰
Ioeがainaboutln田al

Sh1g1田市b品h氾eSv(畑bybhsebzyu 

伏期r(Ju田，2007)ofln嗣
Si匂acli噸田)

June2口07.

<Re俗博nce少R田 u!色sofprelimi悶叩sUlVeyfor expla回世間問問bili旬。fkeyvillagerち

明悼 | P国蜘 01 02 印 Q4 ToIal E四l崎信0"

Ful同))ffi 54 18 16 12 1∞ ----HatHα且y V必場e同国 49 18 13 12 92 同盟国

日5巴同剖 54 18 16 12 1田 P 

白uup出副F問刈} 担 12 9 8 68 P 

何事b珂 W版界出副 34 12 11 10 67 Fai桧d

G剛 pr.泊d(Fruit) 44 18 13 8 83 P 

白山P陥副駒at) 却 12 14 8 54 p 

由。up同国いgro.) 34 18 10 10 72 P 

Group悼剖P恒) E 18 16 10 70 P 

由。uo加副酔剖dy円 甜 18 16 12 82 P 

Sam回 民酔rtvr.ぉd 46 15 8 10 79 F 

ISIC同副早"Iage同副) 46 18 8 10 82 P 

白田p抱副 43 9 8 6 田 P 

Nar刊訓 D申""r.副 41 15 13 4 73 F 

IS巴同副加除g附田d) 田 18 16 12 99 p 

GlOUp同副(α刈 43 18 11 10 82 P 

ToIal 618 自7 182 142 1，179 

Av<ヨage 41.2 15.8 121 9.5 78.6 

向田 =12115 80"10 

S凹 四 P副 ffilna叩h包n厄W5U刊eyαョndua出 inAug2目指

No恰51開・Sd副f剖ngby ml叫eU1田凶町S1回5ying tx BOHe凹adn包iDeopuuthd Y)t∞幅岡酔市an街d悶由芭alimdea陪3dd下l部剖SE(m武力m削』eng，he 
le暗 15oed1ied bv Indicalor 1.51' for Head lDeDU!vl of;illaae and cilairman of 181 oommittee. al叫
回凶n也知0官官問 。閣αlITlm由時間m出 rs，Group he<副}白
No包2

QIX由1自D由国l出!ed回1nCuzm岬 smmukn凶tyuS曲udp阿bytCPS明R陪田旧mh(Cn吉S町P)時Pm叩，a恒nde，mpmanbnln1噌ョmS戸edbhs吋m，MP酔聞包蜘

Q2:HαNha暗 lhap回 udionadivity， finan田， and 偽 of;illage 出anFdSs戸In田怪mhe M叫 uctionof 
CSPad加世田?

Q3: Hcmha時1ha5加a加 150f泊吋柏田tand柏田tla岡山ein the vi!lage d1剖ged5i町泡U1e
introduclion 01 CSP acli;iti国?

、QA4a:冊H陪cmαdmOhn抑ue』b出lmnkdh酌e問陥吋nCd，SbPeas1北vaiknd沿?bBt回世田ein the吋恰ge"";11国 in1he ft血巴町
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Annex 5 : Accomplishment Grid 

Q虫且

Ext四百』α、s包官
p町 EOIPAF
EC)gain 
e>der慢話on
副也and
出オm同岨g

肘ough
b言語nは子

担盛回恒三」

Mα@仕悶n印 %ofthe
加lin俵"，of1hep珂ect
S回目tle昌 t"4"(，∞tol
fullsαJre 5) atan 
e姐 minationat回ston目

a押ar.

Indicator 2.2 

At least 4 CSP PI即日芯als
a町三submit俗dduringthe 
prq町t問Iiodfrom 1he 
Provin母g叫恐母国n田 s
a陪 回sed

出国包r2.3

P回Vlnαalimp田市叩匂Iion

包即1provi血S田 α諸国ry
回iningfor回出

pn:刈ucliα1aCIi活以
∞唱nngatleast初号。d
1hes匂nda同国InJng
rontenls， wilhin 1開ar
副首appro唱10lCSP

担昼包島民A

Mα-ethan 6O%of 
同r1idp田恒ofe副巾肝百

回ining肥plied
司Jnde田恒対'a耐 ea出

回 m咽

Nc包

ca印刷ol1meOi出
To匂Inum匝~of
開制 問出帆0問pl凶
'Unde隠k日f'in回出

国 ning/To凶 num民~of

岡市ロ田n也ofead、
足出l!..

Inle!v思"'
凶泊、

Ja院刻誕おe
e将た俗，(JiE)
and 
α制n岡田氏
問田町r<J

(OP)，; 
酌鳴削 d 
国ゴhn阻 j

隠伴X色S

Qr曲Jd咽
由也回k
副 p同制

限停x1s

Aロコording!o the resul! of the自国!examinatlon for the Cen甘al∞un!e巾art
personnel and provincial !eams ∞nduc!ed in June 2006， 58 % of the 
廿aine田 S∞red4 or better， virtually achieving the targe! sp田百edby
Indi句 !or2.1(陪fer!othe n田 ul!below). 
There is highly I総 Iy!ha! the targe! will be achiev，凶 bythe !enmina!ion of the 
project W the廿ainingwill∞n!inued !o be provided as planned 
官loughthe自"S!examina!ion was designed and ∞nduc!ed by the proj田 t，i! 
has been proposed tha! an extens旧n

<Rerer町田>Result of 1 st examination for cer世間ICIP and provincial匝ams

|i Ml  i 可 23451Tolall
j S∞陪 iι30 1 31-50 1 51・701 71-80 181-1∞ 
i No.ofPe問問 o 1 0 1 15 1 17 1 4 1 36 1 
S叫阻:The1ll E姐 m悶畑、forFORCOM AgnCl血巴 andF，町田町伝絵師叩S凶 αlIlduc!剖h
June2006 

No也Examin由記5明陪出回国日q国s~官官5inthe制 刷ng百四a聞 5

0 勾d凹 IIU陪 a内d柏田おy配 tensions戸毎minLa団
町 W醐崎8肱Jd田 ands包ndard01由記ud
同 FORCOMp吋ect
初') Communily SUpport P明 ram(CSP) 
v) MonilXl!i咽ande'四 luation

The PC proposed !o dele!e this indica!or b民 ausei! is no! an appropria!e 
indica!or!o assess the回 pabilityof each provincial team. Instead， the 
following Indicator 2.3 and 2.4 were proposed !o be added 

Aslndi田 tor2.3 has been newlyadded by the Preparatory Commi世田for
theJoin! Miι!enm Evalua!ion， !here is no data available to assess the 
achievemen! 
The standard回 ining∞ntentsare planned !o be prepared by the end of 
October based on the past凶 iningconduct凶 bythe project for extension 
ぬ育.The∞n!en也areexpected to indude both t日nmertraining method and 
t印刷伺Iskills for pn凶 uction.The perfonmance w111 be assessed through 
monitoring of raining ac!ivities using a check shee! 

Aslnd回 tor2.4 has been newly added by the Prepa 田 toryCommittee for 
the Joint Mid-tenm Evaluation， there is no da匂availableto assess the 
ach陪vement
Monitoring will be conduc!ed汁omOctober 2006 when the s匂ndard甘alnlng
∞ntents are prepared 
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Annex 5 : Accomplishment Grid 

豆由回 Ind回 tor3. 1 l幅W暗闇 k; of August 2006， 22 Pilot Sites have been selected through three 
判th

selection pr∞ ess田 andthe CSP aclivity plan has been approved and Uほおr省、e おω官問問制お」e尼}
骨ornev.<J<kof 

Bythe百meof project 
implemented in 14 of the chosen sites. Among the six target provin田 s，

C師 munity ard 
Luang prabang and Bokeo have already achieved the target sp民間edby

su向田t terminalion， at least 4 
α同U陪OョWuP志n到田L包ヰz百泡戊of Pa泡悶mπ'" CSPaCU¥届esa田 Ind悶 tor3.1， while other four provinces are also exp出剖tohave reached 

(誌岱'"門徹三S 1m同ementl凶間目的 the target by the ne刈selectionperiod planned for May 2007 (se恰ctionis 

固反対凹 ofthe 6也市et 包chn匝訓 ∞ nducled lwice a year， i.e. May and October， but the 4th selection to be 

aha同rd叫anxdmse P田Mn出 S 陀!JO<lS ∞ nducted in October 2006 will be postponed叩1May2007. The 

forestL田町
O由Mtsdb咽); postponement of the 4

th 
announ田 menthas been suggested to enhana 

a回t脂向田E話相、回
andp<司氏支 the quality of CSP aclivities in the current Pr，司氏tSit，田 ratherthan increase 
'"阿15 the number of sites， thus is expected to have no negative impact) 

s、At陶国酔旬隠ard
剖活況吊ion <Re侮問n回 >Num出 rof CSP implerr官n陸dbyeach province 
S包官

P.a.i同コe {抽同制げ耳S目包) 肘l'四P耐Z脂曲) f[Jupvz回msJi)e 悼nfn剖p耐C回割也2(06) 
T由i

円耐銅色S
L国昭 p"，国首9 但) 1 2 3 6 

sa回以)(H'! 1 1 1 1 3 
Bok田 2 1 1 4 

L国同Nam柏 1 3 
ト也回凶剖 1 1 3 
v""，也用 1 3 

T<訟刻 4 7 7 8 2 

Nole: MonIhlY田rind四回目hed出 lhatIhe P同ecta何回明dlheadM時yp田

国国怯岨骨骨骨骨ー司
ー{雨厄ito-In亙l正面torrz omi.itPu日)ーー----Indicator 3. 2 

官叩yea田aff怠r
Theproj配 tpn凶 ucedby August 2006 a list of main techniques ir的 ducedby 

(November， 2007) CSP 
the project for each ac自vity.

acliv稲田 ha時 出gun， Thel田 hniquesident問凶 sofar include both technial and managerial ones， 

mαBthan日)%of昔、e1st for instance (i) formulation of activity group and collective monitoring; (iO 
同r制問tinghαβeh<ホおh de泊iledplan-<lo-s田 pn田 essof CSP planning with villagers; (iii) a package 
自he1st円回Si臨 a問 of livestock raising techniques; and (iv) watering technique by the use of αJntinuing fo practi但

mαちthan40 % of Ihe bamboo 
毎出n叩由同℃由民姐

No也1
刊 elist of the techniqu田 isexpected to be reviewed and refined by June 

SUN町melh回 目 昌 国m 2007 

加叩 問nllya'四ilable
k; the list of main techniques ha引田町tlybeen prepar，凶， appropriate da匂mOll旬ingsrn坦，Ihe

sheetw冊出u凶a匂dio onthe旧teof households practicing such techniques in 1 st Pilot Sites have 
I~t仇e包由明U田 not been collected as of August 2∞6 intrcx:lu田d.The出欲求"';11

be∞凶ucI剖旧制nlhe
πlOI1ib::.lling acti吻 by Nevertheless， it has been observed through monitoring that a陪 lativelylarge 
DAFEO slaff， pa同ofpa仕icipatinghouseholds have ∞ ntinued to p田cti田 techniquesthat 

Nole2 
are used for popular aclivities such as pig and goat ra恰ingand fru曲目

CSP acliviti田 in1stP担t planting. For ins回 目 ， techn即時forimproving livest∞ k health (e.g. 
SI臨岡 崎 begunin vaccination) have been widely applied be但 use白rmerssee a relatively 
OcIober.ートIovem出r，2∞ 5 prompt change in productivity and thus potential in∞ mes 

It has to be clari自厄dwhether the Indi悶 tormeans 40% of all the techniques 

ー・ーーーーーーーー--姐.圃姐噌骨ーーーーー Inlせoduæ恒tFf-qqp長引りnI但号号，'?~!y.---------
Indicator 3. 3 k; the CSP acti、，ttiesin 1 st Pilot S陥 S凶 edin October -Deamber 2005， it 

w出1in2 yea陪 (un副
is still too early to see a notiaable increase in in∞ me from product旧n
activiti田 suppo社側 bythe project. Nonetheless， it has been observ，凶

November， 2007) after 
through m口nitoringthat nearly 50 % of the participating households have 

ah ctthive 出eTas have begun 
Pilotsn，田， eamed some exb百 incomefrom the project-supported production activities， 

mo陪 than50 % of the especially those generating quick retums (i.e. chicken raising and weaving). 
富市t凶 rtici問 ting
hou時 holdsareb剖ng <Re俗間n回>Current and包rgetann回linc目前eby pilot site 
able 10 increase ωnit 1，αJO kip) 
h∞meby20%前um 川臨界 Annualln岡市但}

のXT1街2割凶国(却;n勉ηtion) 
甘1e旬開2acli帰国，

2006 
1.tR耐 Pa閉甘沼聞(8KO 5，284 72担

∞ mpared 10 the S除去S 同畑世間 5，282 7:n;3 
annualin∞me before 

Nam田tlH円サ 1.882 ~574 
im同em田恒Iionof P除草治100れパ芭) 10，970 世田7
project produclion S山田 2ndHousehdd Inrome剖dE湾問dilu田Sur四戸Jan.2目指(FORCOM)
acli姻es.

No肱Dale凶僚主叩隠b匝 dOlleby田弘omf同alnnng1sur四ydueioh問主enum回 offirst問耐問nls.The 
包Igetfigu陪 ι2目。fo"dα耳notirncl岨e7% of annual inflat町田包

ーー値制.骨骨-ー司甲司ーーーーー ーーー幽・ー.幽骨骨骨胃ーーーーーーーーー値.骨骨骨胃岨骨骨"ーーーーー・ーーーー・ーーー・白幽ー・骨弔ーーー・骨骨

10 
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Annex 5 : Accomplishment Grid 

♀卑回 Indicator 4. 1 加国V酎¥'s Recommenda!ions have no! been prepar，凶 ye!as i! is!∞回目y!o
WiIh ∞nsolida!e the lessons leamed through CSP and subsequen! 

Rec耳nmend Re∞mmendalions J@a胆待相岡民正抱] 
ationsare 

madebythep悶，jectat
recommenda!ions on sus旬間blelandJfores! use and improved ex!ension. 

madeon ard 

sus出回以~ the世meofm込包m
α開E陪xF鳴a聞n間Lbe，岨"'"北d However， the s∞peand骨am日Norkofre∞mmenda!ionshave been 恒ndar下d evalua甘onare

加壱S立国e ∞nsidered by MAF. identified by Augus! 2006 (s田 thereference below) and will be shar，凶 with
戸m沼@求d翠e限s田annd 梅由nk刻 the Ministry of Agricul!ure and For，田tryby Sep!ember 2006 for∞mments. 
SfS加古sand

隠fSr抽似dX岨2出s暗k Based on !heir commen也， re∞mmenda!ionswill be fu仕herrefined by 
引開骨文由i In∞rpora!ing ideas and ∞mments from other relevan! donor agencies and 

a国防吋回 自nalizedbym凶2007.
岡田15

<R，時間n申，>Potential a問asof陪COO1m聞 dati四百byFORCOM

T叩国 P田sib!eαJf'Itents田 ofA崎 E団施

11 Sus匂l問 blelaOOand 。暗Niewof即時日t'laOO aOO forest回ep旧cIice"
柏田tu田 P旧d田S Imp由晴nen匂ofagri印刷岡国d出 e

-四刊Imp明uy咽annd田Wbs2ddb時EOSftalap岡p即田四ebslaMendb田t田e

21 Agri山知田 aOOFor田町 ー0時刊iewof agri凹 U摺 aOOforeslIy e;増田岡 S戸園田

E拠出叩S戸国nsand andme廿口:Is
me廿1O<Is 国同p旧糊nenlsofex包nslOrlS四国nsanclmelh凶s

31 Gapacitybuilding 
-eーOPxA也唱F市MO回esw凶開o〉f(Sd山k相e間珂r)，akn町t回回)Vl開iDaA吻HFFE庖凶O(ws附胞凶ng何elhem時XfE咽同m国a町MSv回kmxnek祉e制r)s 

41 Sus困問bililyby ーO時折ew01 FORCOM im同訓en凶 onlh四 ghCSP
InS甘luti田a回目onofCSP

ー・・b・.骨骨骨帽・ 4・ー・ーーー・ーーーーー.

ー空堅O明里担n出izatic町)081，百na問 a!，ar下dle由nical宙開担d

Indicator4.2 

Reoommendations 
No! applicable. The recommendation would be prepar凶 bythe final 

madebythep悶炉cta!
evaluation. 

the百neof百nal
evaluation are 
∞nside陪dbyMAF

11 
68



Annex 5 : Accomplishment Grid 

Input IJ'宅曾ne空号竺i9_~_ ____ _ _ _1____ _ ___.J 
1主巴盗 1 Review of 1 (1)辺国金旦墜陸虚:Si悶 the∞mmen目 ment01 the project in February 2004， seven 

P同副 I e:駒市 have胸 ndis問tch剖 (167manlmonlh as 01 I>i嶋田t15， 2006)・ChielM唱。r
(1) Lα昨 .Tenne:明白恒) 1時抽 (30.5 M1M)， P悶阿 印刷nalDrl臼 ension P悶mO伽 (29 M1M)， Community 

1.Ch胞fAd市町

2.P吋ectαn叫間町/

E対軒15泊、PK羽田，Iion
3α:xnmunily De'四Iopment
4.丁目的ingandE対2田ion
5.Pa耐田.toryR自制問

Management 
6.P陀羽田市C国対，na町

ロ)Short'才田市色明流出

D陪 同協 剖畠 田副edin
Ihe制刷ng和国s
-A呂田b田甘y
ーNu隠ery
一、ITFPPrcお日sslng
-Animal Husbandry 
-rvtooi刷円gandE'四 uation
-Marl<efing 
心Iher陸出nI国lfields
acx剖崎IDn臨 時ity

Development (お5M1M)， TI悶 ningand Extenslon (30 M1M)， Pa耐 palDry~田ou問
Management (鈎5M1M)， and P時間 C∞同inalDr(16.5 M1M). No major delay in 
assignment 01 10咽 terrne府市 h田民間凶器刊剖

(2)皇国臨血旦型車 sofar官、eshort-terrn e刷出 (6.2M1M) have been dispa肋 edin
the 10110町 ng自elds:i) 0思an四百Dnall>inalysi割E四 luation:ii) LiveslDck Developnnent: iii) 
l>igrolor田町:iv) l>igri凹 1旬陪andFo間甘yli帥 niqu田印enslon:and v) Farrnir羽Sysl師
Developmenl In later 2006， one short-terrn e将剖旧 Farrn唱 S戸悟m
DevelopmentINTFP Management is凶annedID be dispa肋吋 (1M1M) in Sep恒mber
and another in su由 nableland and Iorest use planni聞いM1M)in November. 
Dispatch 01 a short-也rrnexpa仕inInlorrnation， Edu回目on，Communi白色onplanned Ior 
2004was田町elleddue ID a budge旬y∞ns回inl

ιJ 
一一一………虫1呈qPEt--- 一一

2.Tra住民9 Ilnlo恒1，eighl counlerpart personnel have "町山凶凶iningin Japan in the 

ー丁目nI咽afLaoα山n包咋沼北

同 盟100in Ja問nor third 
聞 n句

-由

follo山崎∞u目白・ Pa同icipaloryresoup回 managemenl，Tr百ininglextensionand 

Community developmenl (7 persons); and Project FOPmulation for 
Human-SeωrityF∞used Regional Devel口pment(1 person) 
One∞unterpart staff has received third叩 untry同 iningin Participalory 
l>ipproach田 inManaging Extension Delivery System in the Philippines 

In 2006， four ∞unte巾artpe同onnel川 11participate in training on Participatory 
resource managemen~ TI旧 ininglextensionand Community development， and 
anotherin甘百iningon forest management 

主E民民自民旦旦且 Iln to匂1，US$ 176，230畑 sdisbur百edfor the procu陪 mentof equipment and 
m笠出盟!y. 1 machinery during FY 2003-2005. Major equipment indude 4WD vehide， 

刊aoh冊ry，明UIPl珊n~
andma也ria!s
明 u'p間 ntfcrtrヨnJng
(p'吋師、tehid田) -do.-

motorbike， phol∞opy machine， notebookJdesktop PC， printer， LCD projector， 

GIS soflware.刈1the equipment and machinery has been provided without 

m司jordelay.

百lanne戸
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Annex 5 : Accomplishment Grid 

4Localo回 目白ona
盟主主 1 A total amount of US$ 612，417， approximately 70.2 million Japanese Yen， was 

LaoSide 

disbursed by Japan by the end of Fiscal Year 2005 as版沼!日pe田tional∞s恰，
induding f;白cilities(e.g. project 0育icebuilding in Luang Prabang) and CSP 
materials. 
In addition， part of∞s恰 offuel and travelわr1印刷 Sit田 activitiesand ∞sts of 
fuel for Pilot Sit田 activitieshave been∞vered by Japan and during 2004 and 

-血ー 1 2006. The total costs for fuel and tr百velamount to 66，660，000 kip (appro刈mately
US$6β00) and 67，396，000 kip (approximately US$ 6，675) r，田P配 tively.

L.ocaloper盲目ional005恒 bomeby Japan (in US$l 

~向 I 抑|抑!澗 l 叫 i
|加e田l甲田刷出恰|叩却 I208.974 I 254，闘い12，417I 

L血盟包阻止 Iln ato句1of thirteen∞unterpart personnel have been assigned for the Project so 
陸 堕盟思白r(306.5 MlM). 

1.P町岡町昭如

2.P叫ectMa晴ger

3αPforPr喰d
C出:>rdinaHα1iEXte問問、

P間前世田

4αPforP時阻m
C回世間拍】

5αPforC肝 muni相
D帥 旬ment
EαPforTI田liningand
Exte田;011
7αPforPar1id問畑y
Resourc氾ManaQE苛nent
8.P悶vinαalCOOO:I岡町耐

抱唱etprovinα'" 
9.Di5bic! O'P for円凶

Implemen匂畑、

由

As of August 2006， nine personnel加 mProvincial Agriculture and Fon田 W
Extension Center of Luang P田bangare assigned as techni回 Is泊官forf，ωr
techni田 1teams induding acting Project Manager and Deputy Proj配 tManager.
Two personnel are assigned骨omthe National Agriωlture and Forestry 
Extension Servi田 asProj配tDirector and Deputy P叫配tDir田 :tor.Deputy 
Project 町田torpostw田町田tedin May 2004 to facili匂tethe∞mmuni回目on
between NAFES and the Pr，吋ect刈so，Deputy Project Manager post was 
created by NAFES in Septemer 2005 to facilitate project management 
ーDeputyProject Director posit旧nwas created in May 2004 toねcili也tethe
∞mmuni回 tionbetween NAFES and the Project. Also， Deputy Project Manager 
post was created by NAFES in Sep. 2005 to f;自町litateproject management 
刊 eadministration staff has not been provided as planned by Lao so fa仁

Assignrr睡nt01 Counterpart Personnel 

10畑町d昔、e 11日 芯 川 両面IYear'，;汁弓耐 1，，2QO4弓一泊Sj2()()6"1 

需拡Z1JFql |lM刷 nle阿問団側 I 3 I 刊 ~いヤ!
11 Ma山moolh 6 118 133 1 132台 lcte帰国i開田町間"

*olanned 

Z忌通fi 一一 1……" "1弘5IL--16EtE7hi色面thas pι両副 an0涌函 build而己百五-bh-d-JUbt五E

心冊目凶刷噌f5同信

-stoage 

National Agri，∞lture and Fo陪stryExtension Service as the FORCOM Project 
Coordination 0而ce，and land for the proj配旬布田 inLuang P悶bangProvince as 
in-kind ∞ntribution. 

1 o田『問訓宮吐胡t目io凹na副Ic国恒 1 J勾ゆpr'剛0臥削x刈i同ma踊抱νUS$3旦叩0∞口∞0，a勾pp巾x刈ima踊抱ν4.5m叫H問|旧ionJapan出 e、冶ず向伽旨印聞n，has b加ee朋n 
4叩 E油色t甘lI'P附叫副acli耐v叫1随 Ip伊仰F旧OVI鳩d悦edbyth官札e札LaoGov，四'emmen川1
同毛electr訂比匂以y抗'包叩h岡α3恐e，咽h包脂2苛r1 
5U仰町 1 usedわrthe operation and maintenan田 oftheA而ores泊tionCentre in Vientiane 

1 Province and the remaining US$2，OOO was provided for project operation 
政 pens白骨orwater and power supply for the Project Coo凶ination0問団 h
Vientiane have been also finan田dby the Lao Govemment. 
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Annex 6: Implementation Process 

Annex 6: Project implementation process 

い)I Activilies under Outpul 1 

(2) I Activilies under Oulput 2 

(3) I Aclivities under Output 3 

and progress 
• JCC reports， 
• InlelViews with C/P and 
Japanese Experts 

• PDM 
• PO 

・ProgressSummary 

and progress 
• JCC repo同s.
• IntelViews with C/P and 
Japanese Experts 

• PDM (Outp凶5)
院 PO

• Progress Summary 

四 do.-

-do.-

Overall， project activities have been加lplementedas planned. The fi隠 tsix months 
附 sspent 10 lay Ihe groundwork for Ihe over剖Iprojecl ope凶 ons，where PDM， 
PO， and Projecl Documenl were revised through the basic sUlVey and workshops 
Since the inception of major project aclivilies in Aug. 2004， most aclivilies in In仕ial
Sites have been implemen!ed according 10 the町 ginalplan. The aclivities in Pilol 
Si!es sla巾 da little earlier than the original p泊nbecause the projecl岨 S

pos社ivelyreceived by Ihe largel provinces and Ihere was a keen inleresl from 
some dislricts in Ihe target Prov加ces10 expand the project aclivilies 

The activities under Outpul 4 tend 10 be de陥yed;this is because 
recommendations need 10 be d田 ftedbased on thorough analysis of Commun社y
Support Prog田 m(CSP) and ils impacts， which is yet 10 be conducted to the fu!l 
extent (the review and analysis of CSP will be∞nducled in June 2007) 

Olhe附 ise，no major delay is obse刊 ed

阜凶剖包上i
Procedures for Initial Sites seleclion inciuding crileげiawere developed at Ihe onsel 
of Ihe project and four Initial Siles selecled in May 2004 through a basic survey 

主組出匙1-21三」ニ生
Community Support Programme has been im山 mentedac∞rding 10 Ihe Inilial 
Site Imp!emenlalion Plans in Inilial Siles. Demonslralion aclivilies has seen 
steady progress， but with a smaller impact Ihan expecled because the 
cancellalion of Ihe input of short-Ierm expert on lEC (Informalion， Educalion， 
Communicalion) de!ayed Ihe development of a more effective informalion 
dissemination sl旧 legy

皇国凶江上E
The development of operational guidelines for monitoring and eva!ualion was 
much delayed because the d目 fthad 10 be目 visedseve悶 Itimes for the easy use 
by participating farmers and DAFEO slaft. The gu出 neshave been in use for 
monitoring of CSP activities in Inmal Sites since Feb. 2006 

Evaluation of pa同悶 patinghouseholds' re!iance on shifting cultivation in Inilial 
日leswas conducled twice through the Household Income and白 pend比"ce
SUlVeys (Jun岳005and Oec-Jan. 2006) 

Activitv 2-1. 2-2. 2-3. 2-4 

Based on Ihe training plans， a series of I悶 iningwas conducted for the counlerpart 
personnel and 田 lensions匂仔frornthe six P巾川cesusing Ihe lexlbooks and 
materials developed by the projecl 

1. OJT in Inilial Sile for 6 Provincial Teams: 20 times; 

2口flen凶tionand t田 iningon Initial日teaclivities: 7 timesにand

3. Trainlng for Pilol Site imp!ementatloη: 4tlmes μun '04-) 

At田 iningp!an for extension sta仔f悶 mother provin田 sand dislric!s has been 
pending due 10 the limited capacity of the p旧'ject

As marketing is an important aspect of CSP， it is suggested thal markel 
information be included in Ihe project's training subjec!s 

鉱山単2-5

Regular examinalions as in the original 凶anwere not conducted at every t問 nlng
session; instead， ex-post underslanding assessment has been conducled after 
every t阻 iningsesslon. In addition， a course comple出nexamination was 
conducled in Jun. 2006 as performance evaluation. Periodiにalmonitoring and 
evaluation of ex-I旧 ineeson the status of implemenling Iheir aclion plans has 
been conducted by each project Team in charge 

且出垣包3-1 3ニZ
τhe planning and preparation activities in Pilot Siles started in May 2005， a little 
earlier than initially planned， because of a keen interesl from some distric!s in Ihe 
ta句etProvinces. Calls for proposals were made three times so far (May and Nov 
2005 and May 2006) and activities conducled as planned 

主盛近江主主
Procurement of lools and materials has been delayed in some vi!1ages !hat were 
selecled at the firsl pr.叩 osallnvilalion because it look some lime for the C/P and 
Provincial !mplementation Team 10 undersland the procuremerはp悶 cedures
Tech何回Iadvice will continue to be req山間dfor the second and Ihird groups in 
order 10 avoid a de回y

担出単主生

The activities have been ∞nducled as planned 

主盛延江主主
Mo川loringand evaluation activities have been delayed because the operalional 
guidelines for monitoring and eva[ualion were completed only 1n Jan 2006 
Provincial !mplement針。nTeam陪ceivedI問問IngIn mc川lonngin Jun 2006 and 
has since been conducting monitoring 
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Annex 6: Implementation Process 

ActivitV3-6 

The progress of infonnation dissemination has seen steady with regular 
publi回 tionof newslet1ers and newspaper in Ihe locallanguage. bul wilh a sma!ler 

iimECpa(cln t than expected because the cancellation of the Input tohf e sdheovrte-tloeprm meenxt poef 吋aon 
formation. Educalion， and Communicalion) delayed 

more effective information dissemination stralegy. 

(4) Activities under Output 4 • do Activitv 4-1 

The assessment of currenl land and forest use p田 cticesand extension methods 
was made through the Basic Sludy during Apr. and Aug. 2004. Allhough the 
scope of recommendations is yet 10 be delermined. possible areas of 
recommendations have been idenlified. 

Activi包4.2

Since !he onset of Ihe pr吋ecl，meelings with other donor agencies working on 
extension have been held periodic副Iyto exchange informalion and experi町田5.

Activitv4.3. 4-4. 4-5 

Periodical discussions with NAFES， PAFES and DAFEO have been held 
regarding Ihe necessity of securing sufficient budgets for operalions with a view 10 
enhancing the sus也inabilityof the aclivities. 

The firsl draft of Ihe impl巴menlationmanuals as well as the d聞 ftCSP slralegy 

and its f;日 meworkof psru吋pepcotrt pwroegrre espsreespa ared by the mid of oc12004.They have 
been revised as Ihe 

Other aclivities are scheduled 10 commence and be ∞mpleted in the second half 
of the project. 

2 Management system 

(1 ) Monitoring system • Interviews with C/P and Monitoring system as described in the PDM (Activities 1.5 2.5 3.5) 
Japanese Experts 

Sguysidteelminaets ic fomr omnoitonring for Activities 1-3has abne.e2n 0d0e6laayfeted r as the ope問tional• PDM 
iloring were completed in Jan. 2006 after several rounds of • PO 

司 Reviewof p巾 Iject refirlemant aCnId P，sdimisptr1iifclct aetxioten nfsoior eassty afUf se，TrBining on monitoring activities was 

documenls and self- phraos vbideeed r t on  and farmers and systemBIle monitoring 

evaluation reports 
has been ∞nducted since Feb. 2006 al the Initial Siles， and Jun. 2006 at Ihe Pilot 
Sites. 

More iechnicalsupport for monitoring of csp activities is expected tobeiptororivnig ded 
in 2006 as farmers and exlension slaft are not yet used to using the mon 
formats. 

Moniloring for reporting Ihe pr，盟問問 toJICA

JMHaeopamadinoqeunsanergt白eorfspteo he rts pa巾slepelat npnmegd feMss oanintod rimmgplreemp。erntstahtbavn e pbroeecen sss uhbams itbteed en to dtohne e by 

n a regular basis. 

(2) Decision-making process ーdo.- Decision-making on Droiect sl田 le口ies

Decisions thal a仔ectp巾.ject'sslrategies have been first discussed among 

JCaopmamneitstee e E(xJpCeCrtL s，and then consulted and agreed upon at Joint Coordination 
which is held in every Augusl. 

Decision-making on regular project ac1ivilies 

Decisions aopn arneegsue laEr Xpproejerts ct aancd tMPit les have been made through discussions 
between Japanese Experts and Project Manager and Deputy Pr，吋ectManger 
based in Luang Prabang， with periodi回 Icommunication and consullation wilh 
Project Director at NAFES. 

Th白 involvemenlof Lao C/P in decision making has been 田 therlimiled‘ There is 
some room for itmopf rLoavo ement in the decision-making p悶 cessin order to increase 
Ihe involvement of Lao C/P and 10 betler enhance sense of ownership among 
them 

(3) Assistance from JICA • Interviews wilh C/P and As the office 10 provide maln supervision. Ihe JICA Office ln Vientiane has 
Japanese Experts maintained regular contactwilh the IpCmAjeOcft fitche rohua gh theproject Coo吋inatorbased 

• Review of project 
in Vientiane，Assistance fFom the J s beisepn atpcrh ovoif dsehd owrt-hteenrm eveexr pe 

documenls and se!f-
necd epsrsoacruyr-eem.ge.nmt oaf kienqg uripemqueenst ta sto the H口forthe disoalch of short-Ierm exoerts 

evaluation repor也 and procurement of equipment and the acceplance of C/P as trainees. 

(4) Communication within the • Inlerviews with C/P and 
Communication among tshI8e H par吋ttehce tsdtiastHri.cit .ele-vJealp，ahnaes sbe eEexn peefdfesC，lCivIe P i in Luang 

pr，吋ect Japanese Experts Prabang and extension slaft a1 the districl level， has been effective in building 

-dRoecvuiemweonf ts paronjd ed rapport among them. 
5elf-

Weekly meetings are heJd between C/P 回目onnelanfBdISJIanpg aanweasere 白 perts，which evalualion reports 
has been effective in facilitationf g recgoumlamr unication and ness about 
leam work. However， topics of regular meelings have tended 10 focus on plans of 
work for the week and Ihe oppo同uniliesto share I巴chnicalknowledge have been 
limiled. 

Communication between the project std(CIP and district extension astnad ff)d and 
farmers has also been effective as consullalion is held between C/P and dislricl 
slaft before village activities tha¥ are facililated by dist同ctslaft 

The communication be加 eenIhe P叫巴ctand PAFDlP;8AUoFnEC mein ch6atnai叩smetpmvinces 
has been limited as Ihere is no interactive communication mechanism available; 

csuharrm enitnly foPrmAFaO tiorn ewguit1h arPly ArFe0po1 rts their activities to the Pr4ect and the P田'ject
share information with PAFO when ne田 S5.叩.1I is suggested tha¥ regular 
meelings be held be加 eenthe Project and PAFO Heads. . 

2 
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(5) External communication • Interviews with C/P and The project has been active in communicating with relevant governmental 

・JRaepVa1ennwesoef EpxrCp4ee同c3t organizations and other donors since the commencement of the hparorE ject，At tI1B 
onset of the project， monthly meetings have been organized to share with relevant 

documents and se!f. government organizations and donors the con四 ptsanMd Ilosntroatf etgh y of FORCOM and 
evaluation reparts io facilitate coordination with them. As a result， recognition of Ihe Pr，吋ectamong 

relevant stakeholder has increased. 

AIso， to promote better understanding about the project， the information on project 
activities has been disseminaled to govemment organizations (NAFES， MAF 
departmenls， PAFES and DAFEO) and donor agencies through periodical 
newsletters (in Lao and Japanese)咽 Lessonsleamed from FORCOM aclivilies 
have been shared wilh olher farmers through the distribution of leaf[els (in Lao). 

3 Technical transfer 

(1) Any problems in the • Interviews with C/P and Technical transfer and ncdaepr aOcituy tpbuut ilZ dinTg h of eMensiorEworkers has been done 
methods oftechnical Japanese Experts Ihrough Ihe activities under Output 2. The methods of !echnical transfer include 
transfer • RevIl臥Wof projec! on-the-job training， systematic trainIng ∞urses， and joint implemen!ation of the 

d田 umentsand self- project activIIIes with Japanese Experts. 
eva[ualion reports 

It was noted Ihat Ihe opportunities 10 discuss technical issues 10 share technical • PDM (Important 
Assumptions) 

know[edge between Japanese Experts and CfP personnel were rather limiled. It is 
suggested that technical issues be inc1uded as a topic of regular meetings 
belween Japanese Expe巾 andC/P personneL 

4 Allocation of C/P 
personnel 

(1) Appropriateness of the • In!erviews with C/P and 
SuHicierl1e1 vneulms obef tr eocf hCnlicP apl a ersonnelhas been assigned to the pomf tlhee dC-TIP heay t are at 

allocation of∞unterpa同 Japanese Epx田pjeecrtts various levels of technical and language proficiency， but most of the C/P at Ihe 
personnel • Reviewof Provincial level aretechnicaHy pimropfliecimenet nati nd have understood the ∞ncepts of Ihe 

documents and self- project as weU as their roles in imp!ementing the p田Iject

.PevDaMUaOtnlopnuQ mpo同s

5. Recognition of the project 
by stakeholders 

(1 ) Recognition of the pr司ecl • Interviews wilh CfP and 
Tbehce aruesce ogonf ition notf etnhse ivpe rocjoemct mby unthice atimion plementing agencies and CIP staRis hrIdigeh s 

by the Implementing -JRaepvaienw esoe d EpXr4peerctt s the intensive communication held among the project and the age 
Agencies and the involv巴din the pmCjoercnt mthi1rougfo h regular meetings，Joint Coordination Commutee 
counterpaはsla汗 documents and selfo and Preparation Commiltee for Mid-term Evalualion守

evaluation repo同s

(2) Re∞gn附onof the project 開 Inlerviewswith C/P and 

Thi川ihgHeh arlbeaecncod agunPsHie b10t tnhSe otif petrs hoe jteo pcerqnhheaacs nt scbpヴeettnhhd ee iSr taIugrngnldefelt emgarntoat untpidms ine agcnood f nrtdehule ecvptianrqng t evsditlala∞kgee nhcomeldepeets rts maigns s d at by the target groups and Japanese Epxmpjeecrtt s 
relevant agencies • Reviewof 

documents and self.値 has involved broad range of slakeholders from Ihe initial slage through the pr吋ect

qtSehUxae RtregpOnerusot nijgoed rn contsug stpaa"jiWげgaesorae rast(noh1dae )nh Vdd IMs(a廿2g偲)et rs m of 

evaluation rep口付s implementation. 

The awareness of ta唱etgroups about the project has been increased Ihrough the 
regular distribution of newspapers (on lessons learned from the projec!) in Lao 

wマmDdhCOueAc2hv d，aDwn19 Lt qFaNe1gAcOet FnOSEe IFtSee，I s sN"PaAaSrFerOe Rl，oML DcAaoatF nepd d v 

language to farme同，

NUOL and PAFTC. 

6. Ownership/participation of 
stakeholders 

OwnerGsrhoiptJlDps aa rtnicd ipta11tE ion of 
岡 Inlerviewswith C/P and Tar，qet qrou95 

target groups and the JRaepvaienw ese Experts The pfi吋ecthas taken various measures so far to enhance Ihe sense of ownership 
relevant agencies -of  ps aronjd ect among target groups，including a pr dai吋sitcriicptastotaryff approach toCSP planning， documents and selfo 

eva[uation repoはs implementation and monitoring by and VIllagese m oaf ncd wa rlererEqhui irementof 

“tsethuxae rtrregponerusqt n-goedrn ocint sug stpaa-rflerfaes 。raefastIn，h1d ae )nb Vdd I1l1 lagers Of 
in-kind contribution from vi!tagers‘ Nevertheless， the sense of ownership among 
ta叩etgroups is sti!1 low. 

s{t2r} hc北川 It is suggesled that more efforls be made 10 enh白ncethe sense of ownership of 

which pr'司巴ctsites are located. pa仕icipantsin the se∞nd half of Ihe project. 

uhDr副OclAeuvdiaiOnng Lt FaN，gADeFnOEeFSet ，yNPASaFrOe 間，MDIAOaF nPd ， Relevant aGencies 

NUOL and PAFTC The sense of ownership among relevanl agencies is sti!llimited partly due to the 
internal project management slruclure and partly due to the low level of 
involvement in decision making process. 

As the cur陪 ntcommunication beMeemn etehte inpg叫sbee ct haenld d PAFDlPAFEC iコsiencot t avned 叩
e汗'ective，it is 5uggested that regular meetings be held between the Proj 
PAFO Heads 10 enhance sense of ownership. Also， it is suggested tha! the project 

facliltate the informaDtiAoFn DslhDaArinFg EOanid n vertical and horizontal linkage BI rntohneg ir 
PAFO/PAFEC and DAFOIDAFEO in 6胞団etprovinces for enhancing their sense 
of ownership and initiative toward the project termination for improving and 
conlinuation of CSP. 

3 
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Annex 9: List of Machinery and Equipment Provided by Japan 

JFY 2003 

Origin Date Main items 

Japan 

Mar.2004 Notebook PC @ 2 

Mar.2004 Desktop PC @ 8 
Mar.2004 Laser Pr i nter @ 2 

Mar.2004 Laser Printer (Colorl @ 2 

Lao 
Mar.2004 UPS @ 8 
Mar.2004 Fax mach i ne @ 

Mar.2004 Photocopy machine @ 

01 JPY '000 

Total Amount 。1.Kip 

23，030 USD 

JFY 2004 

必 Oriail1ngl iザペ Date Main items .Cost 

Japan 

Nov.2004 Desktop PC @ 8 
Nov. 2004 Laser Printer @ 8 
Nov. 2004 UPS @ 8 
Nov. 2004 OHP @ 8 
Nov. 2004 Screen for OHP @ 8 
Nov. 2004 Digital camera @ 8 

Lao Nov. 2004 G I S software @ 

Dec. 2004 Motorbike (off-roadl @ 12 

Dec. 2004 Pi ck-up track @ 

Nov.2004 Photocopy machine @ 

01 JPY'OOO 。Kip Total ArI10unt 
〉 ¥一『¥ 、

75，794.00 USD 
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JFY 2005 

Origin Date Main items Cost 

Japan 

Sep. 2005 Desktop PC @ 6 
Sep.2005 Laser Printer @ 6 
Sep. 2005 UPS @ 6 
Sep. 2005 OHP @ 6 
Sep. 2005 Screen for OHP @ 6 
Sep.2005 Digital camera @ 6 

Lao Sep.2005 Fax machine @ 11 
Oct. 2005 Motorbike (off-roadl @ 

Oct.2005 Motorbike (on-roadl @ 13 
Jan. 2006 4WD vehicle @ 

Mar. 2006 LCD Proje~tor @ 

[、fνTotalμ AmoUnt 

。JPY'OOO 

o Kip 

L目白血

77，4061 USD 

JFY 2006 

IOrigin.十ιD.ate うし Main itell1s Cost 

Japan 

Lao 

戸山( 子:〆 I
fシ 〆ゾー ρ f 

Total' Amounl' 
ら μ 子 I

ふ ム l

2 

コIO/JPY'OOO

三 01νKip

1 九日IUSD 
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